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１．開催概要 
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（１）開催日時・場所 

日 時：平成 27 年 8 月 1 日（土） 13：30 ～ 17：00 
場 所：神戸芸術センター 会議場 
 

（２）講演会プログラム 

13：00   受付開始 
13：30   開会あいさつ／全体の趣旨 
13：40   淡路花博の当時の関係者による講演 

「淡路花博の基本的な考え方、経緯等について」 
橘 俊光 氏（公益財団法人兵庫県園芸・公園協会理事 

兼国営明石海峡公園管理センター長） 

「淡路花博の基本構想の考え方等について」 
近藤公夫 氏（奈良女子大学名誉教授、前神戸芸術工科大学教授） 

「奇跡の星の植物館と淡路花博について」 
辻本智子 氏（淡路夢舞台奇跡の星の植物館総合プロデューサー） 

「淡路花博と淡路夢舞台、 
淡路景観園芸学校等地域プロジェクト等について」 
石原憲一郎氏（兵庫県参与、公益財団法人兵庫県園芸・公園協会 

花と緑のまちづくりセンター長） 

15：00   休憩 
15：15   対談／総括 

パネリスト：講演者４名 
コーディネーター：中瀬 勲氏（兵庫県立大学名誉教授、兵庫県立 

人と自然の博物館館長） 

16：39   閉会 
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２．講演者・コーディネータープロフィール 
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（１）講演者プロフィール 

近藤 公夫（こんどう きみお） 
奈良女子大学名誉教授、京都大学農学博士 

日本造園学会名誉会員 

公益財団法人兵庫県園芸・公園協会評議員 

 

 

■略歴                      

1929年 京都府生まれ 

1953年 京都大学農学部（林学科）卒業 

1958年 京都大学大学院農学研究科博士課程修了、同年、京都大学助手 

1962年 パキスタン共和国首都開発庁出向、首都中央公園基本計画など策定。 

1965年 奈良女子大学助教授 

1974年 奈良女子大学教授 

1989年 神戸芸術工科大学教授 

特別史跡五稜郭跡保存整備委員など現職のほか、元奈良県古都風致審議会会長、兵庫県文

化財保護審議会会長、神戸市公園緑地審議会会長をはじめ、各種審議会委員を歴任し、全国

の公園緑地の計画や緑化、史跡保全の計画・整備等を指導 

代表作品に、須磨離宮公園整形式庭園部分基本計画（1957 年）、白川公園（名古屋市）計

画懸賞公募一等当選案（1958 年）から、アウグスブルグ日本庭園（1985年）、ベルギー日本

庭園（1992 年）など多数 

【著書】「環境修景論」（地球社、1973、日本都市学会奥井賞受賞）、「英文作庭記」（日本造

園学会、1975）、「造園技術大成」（共著、養賢堂、1978）、「造園ハンドブック」（共

著、日本造園学会編、技報堂、1978）など 

【受賞】日本造園学会論文賞、日本造園学会上原敬二賞、日本公園緑地協会北村賞、日本公

園緑地協会佐藤国際交流賞、兵庫県・大阪府功労者表彰、兵庫県文化賞、地域文化

功労者文部大臣表彰、地域環境保全功労者環境大臣表彰など 

瑞宝中綬章の叙勲（2009年） 

 

■淡路花博当時の関わり                                                  

1．国際園芸・造園博「ジャパンフローラ 2000 日本委員会」委員として、淡路花博の企
画、計画策定等に関与 

2．国際園芸・造園博「ジャパンフローラ 2000 日本委員会」専門委員会委員長として、
基本構想案と推進方策の作成を指導 

3．基本理念の作成に続き、阪神・淡路大震災に伴う見直しのための基本構想再検討も指
導 

4．屋内展示施設「緑と都市の館」のプロデューサー、展示内容を検討する“人と緑のコ
ミュニケーション展企画委員会”委員長など併任  
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辻本 智子（つじもと ともこ） 
兵庫県立淡路夢舞台温室「奇跡の星の植物館」 

総合プロデューサー 

公益財団法人兵庫県園芸・公園協会評議員 

大阪府立大学経済学部、京都教育大学教育学部、 

兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科 

非常勤講師 

 

■略歴                                 

1952年 大阪府生まれ 

1976年 大阪府立大学農学部園芸農学課卒業、同年、カナダ・ナイアガラ公園協会へ国際 

交流研修学生として留学 

1981年 大阪府立大学大学院農学研究科緑地計画学修士課程修了 

1982年 カリフォルニア大学バークレー校環境計画学部ランドスケープ学科大学院留学 

1985年 ㈱APP入社、都市プランニングを中心としたプロジェクトを手がける 

1988年 松下電器産業労働組合ユニトピアささやま花の植物館館長就任 

    “自然と人間”をテーマに、プランニングからプロデュースまで行う 

1995年 ㈱辻本智子環境デザイン研究所設立 

1999年より現職 

 代表作品に、花の植物館－松下電器労働組合ユニトピアささやま（兵庫県篠山市）、花の

地球館（岐阜県可児市）、K 邸“丘の上のボーダーガーデン”（兵庫県芦屋市）、奇跡の星の

植物館（兵庫県淡路市）、国際花の交流館主催者展示プロデュース・設計“循環の庭”植栽

デザイン（浜名湖花博）など多数 

【著書】「奇跡の星の植物館からのメッセージ」（グリーン情報、2007）など 

【受賞】日本造園修景協会下山奨励賞、日本造園学会賞（技術部門）、 

日本公園緑地協会佐藤国際交流賞など 

 

 

 

■淡路花博当時の関わり                                                  

1．淡路花博では、兵庫県の出展館として位置づけられた、奇跡の星の植物館の企画、計
画段階から携わり、コンセプト、展示計画、整備を担当 

2．コンセプト、ゾーニング、展示計画から整備まで、総合プロデューサーとして担当 
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石原 憲一郎（いしはら けんいちろう） 
兵庫県参与、公益財団法人兵庫県園芸・公園協会 

花と緑のまちづくりセンター長 

神戸ビエンナーレ 2015企画委員・ 

エグゼクティブディレクター 

東京農業大学客員教授 

技術士（建設部門） 

 

■略歴                                 

1947年 兵庫県生まれ 

1970年 東京農業大学農学部造園学科卒業 

1970年 建設省入省。以後、建設省宅地開発課、同公園緑地課、国土庁筑波研究学園都市 

推進室、地域振興整備公団、建設省国営備北丘陵公園事務所長、総理府沖縄開発庁 

国営沖縄記念公園事務所長、神奈川県都市計画課専任技幹、国際花と緑の博覧会協 

建設課長、建設省公園緑地課建設専門官、同都市計画課建設専門官を歴任 

1993年 兵庫県都市住宅部参事（国営公園担当） 

1999年 兵庫県立淡路景観園芸学校副学校長 

2002年 兵庫県県土整備部参事（公園・小野長寿の郷担当） 

2004年 兵庫県立淡路景観園芸学校校長 

2007年 兵庫県立淡路景観園芸学校校長（兵庫県参事） 

・（財）兵庫県園芸・公園協会理事兼花と緑のまちづくりセンター長 

2008年 兵庫県立淡路景観園芸学校校長兼（財）兵庫県園芸・公園協会理事兼花と緑の 

まちづくりセンター長 

2009年 （財）兵庫県園芸・公園協会理事兼花と緑のまちづくりセンター長兼明石海峡 

公園管理センター長 

2013年より現職 

【著書】「自然環境復元の技術」（共著、朝倉書店、1992）、「フラワーランドスケーピング」

（共著、講談社、1992）、「景観園芸入門」（共著、ビオシティ、2005）「成熟型ラン

ドスケープの創出－緑環境景観マネジメント」（共著、ソフトサイエンス社、2009）

など 

【受賞】日本公園緑地協会北村賞など 

 

■淡路花博当時の関わり                                                  

1．兵庫県都市住宅部参事として着任以来、国営明石海峡公園の計画、整備等とともに、
淡路花博の誘致、建設省との協議調整等を担当 

2．淡路夢舞台の斜面地緑化推進のための「緑化アクションプログラム策定委員会」座長
として、アクションプログラムをまとめ、事業推進を担当 

3．兵庫県立淡路景観園芸学校の構想立案、計画、建設、運営を一貫して総括的立場で担
当 

4．国際コンテスト・クラス審査員（造園）を担当
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橘 俊光（たちばな としみつ） 
公益財団法人兵庫県園芸･公園協会理事 

兼国営明石海峡公園管理センター長 

一般財団法人日本造園修景協会評議員・兵庫県支部長 

兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科 

非常勤講師 

博士（農学）・北海道大学 

技術士（建設部門、環境部門、総合技術監理部門） 

 

■略歴                                 

1952年 北海道生まれ 

1976年 北海道大学農学部農学科卒業、同年、兵庫県入庁 

1983年 建設省都市局公園緑地課都市緑地対策室 緑地対策係長 

1993年 兵庫県企画部企画参事付係長（㈶夢の架け橋記念事業協会祭典企画推進本部祭典 

企画部課長 

1996年 兵庫県都市住宅部公園緑地課課長補佐 

2002年 兵庫県県土整備部まちづくり局公園緑地課主幹 

2006年 兵庫県県土整備部まちづくり局公園緑地課長 

2010年 兵庫県県土整備部参事兼 21世紀の森室長 

2011年 兵庫県県土整備部参事兼 21世紀の森室長兼㈶兵庫県園芸・公園協会技術参事 

2012年 兵庫県県土整備部参事兼兵庫県広域防災センター次長・防災公園管理部長 

    （公財）兵庫県園芸・公園協会技術参事兼三木総合防災公園管理事務所長 

2013年より現職 

【著書】「これからの政策評価システム－評価手法の理論と実際」（共著、中央経済社、1999）、 

   「環境都市計画事典」（共著、朝倉書店、2005）、「公共政策のための政策評価手法」 

   （共著、中央経済社、2009） 

【受賞】日本造園学会賞（研究論文部門）など 

 

 

■淡路花博当時の関わり                                                  

1．淡路花博の誘致に向け、オランダで開催されていた「フロリアード‘92」等を視察、 
   調査し国際園芸博覧会のしくみ、内容等を調査、報告 
2．1993 年、国際園芸博覧会を主催する㈶夢の架け橋記念事業協会に出向。国際園芸博 
   覧会の誘致、内容の企画を担当。国際園芸家協会（AIPH）の我が国代表である日本 
   造園建設業協会、及び所管の建設省との調整等を担当 
3．淡路花博開催時には、県の立場から、建設省、日本造園建設業協会等関係省庁・団体 
   等との調整を担当  
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（２）コーディネータープロフィール 

中瀬 勲（なかせ いさお） 
兵庫県立人と自然の博物館館長、兵庫県立大学名誉教授 

農学博士 

 

 

 

 

 

 

■略歴                                 

1948年 大阪府生まれ 

1972年 大阪府立大学大学院農学研究科修士課程修了 

1972年 大阪府立大学農学部助手 

1986年 大阪府立大学農学部助教授 

1992年 兵庫県立人と自然の博物館環境計画部長、兵庫県立姫路工業大学 

自然・環境科学研究所教授 

2000年 兵庫県立人と自然の博物館副館長 

2004年 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所教授 

2005年 兵庫県立丹波の森公苑長 兼務 

2009年 兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科長 

     兵庫県立淡路景観園芸学校校長 

2013年より現職 

 

【著書】「アメリカン・ランドスケープの思想」（共著、鹿島出版会、1991）、 

「もり・人・まちづくり」（編、共著、学芸出版社、1993）、「みどりのコミュニティ

デザイン」（編、共著、学芸出版社、2002）、「パークマネジメント」（編、共著、学

芸出版社、2011）など多数 

【受賞】日本造園学会賞、兵庫県科学賞、兵庫県功労者表彰、兵庫県教育功労者表彰、 

日本公園緑地協会北村賞、日本博物館協会顕彰など 

 

■淡路花博当時の関わり                                                  

1．淡路地域における各種の地域構想、花と緑に係る計画づくり等に委員等で参画 

2．屋内展示施設である「緑と都市の館」の世界の庭園・シナリオ検討委員会委員、及び国 

   際コンテスト・クラス審査員（造園）を担当 

3．兵庫県立人と自然の博物館として、「緑と都市の館」の“共生の森・熱帯雨林展”等の展 

   示等を担当 



 

9 

 

 

 

 

 

３．開催記録 
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（１）淡路花博当時の関係者による講演 
  

講演① 

「淡路花博の基本的な考え方、経緯等について」 
橘 俊光 氏（公益財団法人兵庫県園芸・公園協会理事 

          兼国営明石海峡公園管理センター長） 
 

 

（司会） 

それでは、講演会に移らせていただきた

いと思います。配布資料１ページ目に、今

日のプログラムを載せております。２ペー

ジ以降に、ご講演いただきます先生方のプ

ロフィールを掲載させていただいておりま

すので、あわせてご覧いただきたいと思い

ます。 

最初に、「淡路花博の基本的な考え方、経

緯等について」、公益財団法人兵庫県園芸・

公園協会の理事であり、国営明石海峡公園

管理センター長でいらっしゃいます橘さん

にご講演を賜りたいと思います。橘さんの

プロフィールは資料の５ページに掲載して

おります。淡路花博の誘致に向けて、オラ

ンダで開催されました「フロリアード」の

視察を踏まえて、県の立場から調整をされ

て、この一連の運営にご尽力された方でい

らっしゃいます。 

橘さん、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

（橘） 

ご紹介いただきました橘でございます。

「ジャパンフローラ2000」の基本的な考え

方、経緯等をお話ししたいと思います。 

そもそも「ジャパンフローラ」なんですけ

れども、ご存じのように明石海峡大橋が戦

前から、淡路と本土を結ぶという「夢の架

け橋」と言われていたわけですが、昭和63

年に着工が決まりまして、本州四国連絡道

路のルートが決まりました。これが世界最

長の吊り橋ということで、着工以来完成に

向けて、どういう形で、地元でそれを祝っ

ていくかということがありました。明石海

峡大橋の完成記念事業ということで、その

ときにいろんな人たちの幅広い議論があっ

たんですが、一つ出てきたのが「コミュニ

ケーション文明の祭典」という提案でした。

細かい話は抜きにさせていただきますが、

そういうときに、何をやるかという話にな

ったときに、日仏友好のモニュメントとい

うものと国際園芸博というものが具体に出

てきたのが発端です。 

また石原さんが説明されると思いますが、

もともと旧淡路町、東浦町で現在の淡路市

になるわけですが、明石海峡大橋を渡った

 
橘氏の講演の様子 
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すぐの灘山というところの 120ヘクター

ルほどの土地、灘山というぐらいですから

山があったんですが、その土取跡地をどう

するかという話が話題にはなっていました。

直接的に明石海峡大橋と関係あるわけでは

ないんですが、昭和30年代から30年間で１

億立方メートルと言われているのですが、

高いところは 160メートルぐらいの高さ

の山が海岸にせり出していたところが、こ

ういう形になりました。 

実は、これは民間の土地でしたので、どう

するかということは、昭和60年代に入って

土取りが終息するというときに、ちょうど

その当時、昭和61～62年ぐらいは、リゾー

ト法が社会的に話題になっていたときで、

民間事業者はここにゴルフ場とホテルとい

うような構想立案がされていました。どっ

ちかというと、それではまずいだろうとい

って、手を突っ込んだのが県ということな

んです。 

もっと積極的な土地利用を考えていく必

要があるんじゃないのといって出てきたの

が淡路島国際公園都市構想です。そこの面

的な整備を、理屈はいろいろあるんでしょ

うけれども、関西とか大阪湾ベイエリアの

21世紀の先導拠点というようなこと、それ

からあとで加わっているんですけども、阪

神・淡路大震災の震災復興のシンボルプロ

ジェクトという位置づけのもとで、「コミュ

ニケーション都市の形成」ということで、

この構想ができあがったのが、平成４年ぐ

らいに土地利用について出ています。場所

的にはこういうことになるんです。 

場所は、土取地ですが、もともと隣接に淡

路島公園ということで、県で県立公園を整

備していた場所があるわけです。そこに本

四道路のルートが決まって、ＳＡとＩＣが

くるということで、このへん全体を、すで

に そ れ ぞ れ 計 画 の あ っ た ト ー タ ル で 約 

350ヘクタールぐらいの複合的な面的開発

の土地といえます。土地があって、あとで

いろいろ理屈つけてという感じになるんで

すけれども、そこでこういう形のものを最

終的にはつくるという絵が描かれたわけで

す。 

ちょっと申し上げた中の日仏友好のモニ

ュメントというのが、この場所につくると

いうことで、これは全然関係ないとは思い

ますが、フランスが自由の女神を独立 100

年でアメリカに贈ったので、その 100年後、

アジアとの交流というフランスの民間の立

ち上がりの中で、場所はアジアで、日本に、

なおかつ淡路島にと、こちら側の働きかけ

もあったようですが、そういう形の中でモ

ニュメントの話が出てきました。それとセ

ットだったんですけれども、残念ながらこ

れはちょうど阪神・淡路大震災で休止にな

り、現在も休止状態のままなんです。そう

いうことの中で、モニュメントはちょっと

結果的には止まったんですが、並行しなが

ら、そこで花博という話になってきました。 

本当は90年に大阪花博があり、ここの淡

路花博の発想は大阪花博ではなくて、実は

92年にオランダで「フロリアード '92」が

ありまして、それを当時の貝原知事がご覧

になって、これが本当の花博かと感じられ、

フロリアードを淡路でできないかというの

が大きな発端になっているというのが、淡

路花博の最初の原点かなと思っています。 

すぐわれわれ職員に、フロリアード調査

団ということで、1992（平成４）年９月、

20名ほどでフロリアードと、次の年、ドイ
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ツでＩＧＡがあるというので調査にいきま

した。花博というのは国際園芸家協会（Ａ

ＩＰＨ）が承認する博覧会、国は大阪花博

から建設省と農林水産省が担当。それから

日本造園建設業協会が日本の窓口、そうい

うことがわかったものですから、そのへん、

ＡＩＰＨも含めて、知事が最初にご覧にな

ってから３カ月後ぐらいには現地に調査に

行ったということで、帰ってきてから、そ

の当時、「ジャパンフローラひょうご'98」と

いう提案を職員でしたという状況です。 

それで、じゃあ、それを始めようという話

になって、兵庫県からＡＩＰＨの日本の会

員である日造協に表明して、ぜひやりたい

という話をして話が進んだということです。

県のほうは、「コミュニケーション文明の祭

典」から始まっていますので、まだ「コミュ

ニケーション文明の祭典」をやる、すなわ

ち明石海峡大橋の完成記念ということで、

花博をやる協会も花博協会ではなく、夢の

架け橋記念事業協会で、次の年、1993年５

月に発足して、そこが事務局になるという

ことで動いてきました。1993（平成5）年9

月、ドイツのＩＧＡの会場でＡＩＰＨの総

会があるということで、そこに申請して、

知事以下みんなで乗り込んで、プレゼンし

て、決定していただきました。 

基本計画をつくるときに、どういう体制

をしたかというと、事務局は夢の架け橋記

念事業協会なんですが、「ジャパンフローラ

日本委員会」という名前の大きな組織を、

それなりに経済界とか関係のところの代表

の方にも入っていただいて、全国的な組織

という形にして内容検討に入ったというこ

とです。 

地方でやる、兵庫県でやる、だけれども国

際博。国際博をやる推進母体としてはやっ

ぱり日本委員会、これぐらいじゃないとだ

めだろうということで、1994（平成6）年

12月、日本委員会が設立され、スタートし

ました。そういうことで計画を進めたわけ

ですが、次の年、1995（平成7）年１月に阪

神・淡路大震災が発生して、結局はジャパ

ンフローラ '98が「ジャパンフローラ2000」

ということで、その年のＡＩＰＨ総会に申

請しまして、２年延期で「ジャパンフロー

ラ2000」となったということです。 

ちょっと内輪話なんですが、国際博をや

るとき、「大阪花博でやったんで、10年後に

Ａ１でできるから、2000年にやってはどう

ですか」というのを、担当者としてはチラ

ッと言ったんですが、注目もされずでした。

でも結局は大阪花博の10年後、「ジャパン

フローラ2000」になったということなんで

す。 

そもそもＩＧＡを開催しているドイツと

フロリアードを開催しているオランダは、

10年ごとにＡ１というクラスの国際園芸

造園博を、同一国で10年に1回しかできな

い国際博をずっとやってきているというこ

とです。ドイツは都市緑化とかまちづくり

系で取り組んでいる。オランダは完全に花

卉産業というか花の産業振興でやっている

ということで、これはかつて村瀬さんがか

いている考え方を示した図です。ちょっと

ニュアンスは違いますが、それまでオラン

ダは西暦２のつく年、ドイツは３のつく年、

10年ごとにやっているのがこの花博で、そ

れがＡ１というやつです。同一国で10年に

１回で、これはＢＩＥという国際博覧会協

会、ここの条約を承認して、この条約国が

万博をやれるわけですが、ＡＩＰＨでやる
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花博の10年に１回はＢＩＥの承認という

か、追認を受けながら、ここの万博と同じ

クラスということでやっています。それ以

外は国際園芸家協会独自でやる博覧会とし

て分類があります。大阪花博はＡ１になる

わけです。 

「ジャパンフローラ」の当時のパンフレ

ットのコピーを入れております。半分は国

営明石海峡公園の整備中の区域を借り、半

分は国営公園の整備前の土地をお借りして

会場整備をやるという、どちらかというと、

最大限に生かすようにさせていただいてい

るということです。当時の会場の様子です。 

大阪花博とちょっと違うところが、博覧

会の性格で、大阪花博はＡ１ですが、淡路

花博はＡ類２とＢ類１という博覧会です。

そういう博覧会はそれまでなかった。それ

を、ＡＩＰＨにこういうことでできません

かといったのが兵庫県なんですけれども、

そういうやり方は今までやったことがない。

そういうやり方があるんだと向こうの人が

驚きまして、できませんかって言ったら、

いいんじゃないって言ってくれて実現した

のが、こういうタイプの博覧会です。 

「ジャパンフローラ」の場合は、実は安藤

さんの建物の温室も含めて約 490億円、あ

とで石原さんにお話しいただく新たにつく

った斜面地緑化。国営公園としての整備は

国がしてくれている。それに花博会場とし

てやった周辺整備ということで、大体 850

億円ぐらいかかってやっております。 

博覧会としては、収入と支出ということ

で、それなりにコンパクトな博覧会じゃな

かったかなと思うのですが、結果的には 

500万人の予想のところ、 700万人来てい

ただいて、22億円の利益を得たということ

です。これに県からの８億円をプラスした

30億円を基金にして、2001（平成13）年に

淡路花博記念事業協会という協会をつくり

ました。 

最終的に、これは公式記録に載っている

成果ですが、自然の回復やら、700万人の来

場やら、阪神・淡路大震災からの復興とい

うこと、また、当初、基本理念を近藤先生に

書いていただいたやつを、2年延期というこ

とで近藤先生にまた見直していただいたわ

けですが、そういうアピールとか。結果的

に大きな経済効果とか、ボランティアの参

加とか、事故もなく円滑な運営ができたと

か、あとは県内の園芸産業にいろいろ経済

効果があったというようなことで括ってい

ます。ただし、まだいろいろ話があるかな

と思うんですが、一番下のところなんかは、

私としては、園芸・造園の産業に対してど

うかというのは甚だ疑問なところがあると

思っています。 

特徴は、さっき申し上げたＡ２、Ｂ１とい

うクラスの組み合せの博覧会であったとい

うこと。Ａ２というのは３週間ほどしかで

きないわけですが、Ｂ１は半年できる、海

外参加を求めた国内博なわけです。厳密に

言うと、３週間しか国際博じゃないじゃな

いかということなんですが、そういう名前

のもとでＢ１という国内博をやることで、

全期間国際博というふうにやるやり方を編

み出したというところで、これがその後の

前例になりまして、静岡の2004年、それか

ら台湾、中国、タイ（チェンマイ）、韓国も

そうなんですが、この形式でやっている。

今後も中国中心にこの形式が定着したとい

うことで、兵庫県がそういうやり方を提案

して定着させたというところがあるかなと
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思います。 

そもそも、会場計画を見ていただくとわ

かるんですが、大阪花博と決定的に違うの

は、パビリオンとか建物系がほとんどない

というか、少ないところかなと思います。

貝原知事もその当時、フロリアード、フロ

リアードと。大阪花博じゃないという言い

方をしていました。それから土取地全体へ

の取り組みですね。それ以前からカナダの

「ブッチャートガーデン」をご覧になって、

ここだというのがあったんで、精神、目標

としてこのへんのところを目指している。

それから施設の有効利用。夢舞台、奇跡の

星の植物館、ホテル等があるんですが、永

久物として使うわけですけれども、それの

完成と今後の利活用。国営公園を徹底的に

利用させていただいたということかなと思

います。 

それをリーダーシップ取っていただいた

貝原さんなんですが、本当はこの会にお呼

びして、そのへんのところをお聞きしたい

と思っていて、企画書を持って話に行こう

とした矢先に不慮の事故で亡くなられたと

いうことで、今の時期にこういうメンバー

で始まったんですが、私にしたら、はっき

り言えるのは貝原さんのリーダーシップと

信念があったと。当時の貝原知事には理論

武装して話しにいかないとこてんぱんにや

られる。それからご本人の強い思いみたい

のがあったかなと。知事は日本造園学会賞

特別賞を、「ジャパンフローラ」開催時の造

園学会全国大会のときにもらわれているん

ですが、この賞は、学者・研究者あるいはコ

ンサルとか、造園関係者以外でもらった人

はいなくて、全国の首長でもらったのは貝

原さんだけです。 

全体の流れとしてはこういう流れの中で、

あとで話しがあると思いますが、園芸学校

のこととか、もともとあった淡路島公園と

か、国営公園とか、これらが収斂する形で

一つのでき方が花博かなと。「ひょうごフロ

ーラフェスタ」という花と緑のイベントを

花博後にも県内の県立公園で継続してやっ

たり、タイ・チェンマイのラーチャプルッ

ク2006では大阪、京都、兵庫の３府県でし

たが、その他の海外の園芸博覧会などにも

県独自で取り組んできています。それから

淡路花博後の10周年、15周年にも花緑フェ

アをやってきています。 

この図は、淡路花博10周年をやるときに、

貝原さんに説明に行くのにつくった図です。

私、15周年だけ勝手に入れてきたんですけ

ど、果たしてこの先あるかな（笑）。貝原さ

んの思いは、継続的にやるという思いがど

うしてもあって、それを10周年やるときに

一生懸命説明したわけです。それを説明す

るための図をつくって、まず「ジャパンフ

ローラ2000」の精神がありまして、それを

継続していくという気持ちを強調して。こ

とし15周年やったんですが、その精神を本

当に引き継いでいるかどうかというのは、

ちょっとまた別な話であるかなと。 

最後なんですが、日造協の副会長でＡＩ

ＰＨの副会長でもある和田さんが、中国と

かほかのアジアの動向は、従来のいわゆる

ヨーロッパのやつは園芸・造園博としての、

先ほどの村瀬さんの絵がありましたけれど

も、そういうものからもっと地域開発とか

観光開発とか経済活性化とかにシフトして

おり、まさに中国はそうだという指摘をし

ています。それから、大規模イベント開催

への意欲みたいなものがあって、やってい
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ると。Ａ１にこだわらず、Ａ２、Ｂ１でもど

んどんやるという方向だということです。 

これはまた後の議論で出てくると思うん

ですけど、東京はオリンピック・パラリン

ピックと言っていると、関西はどうなんだ

ろうということもありますし、もうちょっ

と長い先を見て、花博か、これからの博覧

会か。私が思ったのは一番下のところ、本

来の園芸博とか造園博というところをもう

ちょっと真剣に考えることが必要、そして

それをやるのもいいのではないかなと思っ

ています。 

私の話は以上でございます。ありがとう

ございました。（拍手） 

 

（司会） 

橘さん、どうもありがとうございました。 

前例のない、初めての試みであった博覧

会の立ち上げからその後の展開まで、一貫

した政策の推進についてご説明をいただき

ました。ありがとうございました。 
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講演② 

「淡路花博の基本構想の考え方等について」 
近藤 公夫 氏（奈良女子大学名誉教授、前神戸芸術工科大学教授） 

 

 

（司会） 

次にお話しいただきますのは、橘さんの

ご講演の中でもご紹介いただきました近藤

先生でございます。近藤先生は、この「ジャ

パンフローラ2000日本委員会」の委員、そ

れから専門委員会委員長として、基本構想

の立案、推進方策の作成についてご指導さ

れました。その後、基本理念の作成に続き

まして、阪神・淡路大震災に伴う見直しの

基本構想の再検討の際にも指導をされてお

ります。 

それでは近藤先生、ご講演をよろしくお

願いいたします。 

 

（近藤） 

ご紹介いただきました近藤と申します。

造園学会のほうはかなりご無沙汰しており

ます。というのは、以前、IFLAとICOMOSの

日本代表をやりまして、それが終わったの

が1995年ぐらいで、20年余り公式の造園学

会の場へ顔を出しておりません。 

若い方は、「えらい年寄りが出てきよった

な」とまごついておられると思いますけれ

ども、このフロリアードとの関連は、先ほ

ど橘さんが言っていただいたので、一応納

得していただけたのかなと思います。 

もう一つ申しますと、肩書きのところが

奈良女子大云々となっておりまして、「何で

女子大の先生が、こんなとこでしゃべりよ

んねん」というのもまた素朴な疑問、ある

いは絶対的な疑問かもしれませんが、本来、

私は京大で造園をやっておりました。 

地元に対するリップサービスとしまして、

ちょっと加えますと、神戸に須磨離宮公園

ございますね。あの基本構想をつくりまし

たのが、60年前の私でございます。 

ということで、ここにお出でになる方の

大抵の人たちより20年以上の年寄りが、こ

こで話をさせていただくと、恐らく一生の

おしゃべり納めをするようになるんじゃな

いかな。ここから座らせていただきますが、

背の低い男が座ってしまいましたんで、余

計見にくいと思いますから、後ろの方には

失礼ですが。 

14ページに資料がございます。ほかの方

はびっちりと書いておられますけれども、

私は１、２、３、４と、これだけのことを書

いただけで、誰でもこれは書けるではない

かと思いますが、私が講義のときに使う、

学生に配っておりました資料とはこういう

もので、寝ているやつは絶対試験とかが通

 
近藤氏の講演の様子 
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らない。あるいはこの頃ですと、指先で、機

械で遊んでいる人も、落ちるわけですね。 

ちゃんと聞いてメモしたやつ、耳と手で

覚えたやつが、おれの試験は通るというこ

とで、今日、こんなこと言いますとあまり

にも押しつけがましいですけれども、何か

内容があるかもしれないとお思いの方は、

この隙間、隙間に、メモを書いていただき

ましたらというのが、この資料のプリンシ

プルでございます。 

一番はじめに、1990年の「国際花と緑の

博覧会」云々と書いておりまして、実は先

ほど少し申しましたように、私自身が日本

誘致に絡んで1985年に日本でＩＦＬＡの

世界大会がございました。このときに私は

関西地区の総務を勤めましたので、造園プ

ロパーのほうで国際的な関連のある男はあ

いつだろうと、この国際博の基本構想委員

ということになりました。 

単なる構想委員、これは小松左京だとか

あんな連中。と言うと「あいつ、えらい横柄

なことを言う」と思われるでしょうが、小

松左京は私の三高の同期生で、別に偉い先

生でも何でもないとその頃は思っておりま

した。そのあとで、彼のほうが偉くなって、

こっちはあんまり偉くなれなかったという

だけの違いでございます。 

基本構想の委員の中で３人の起草委員が

設定されまして、私はその一人で、という

ことで、つくった構想に責任を持てと、構

想のＰＲにアメリカだとかイタリーだとか、

実はイタリーのほうは自費で行ったんです

けれども、海外へもいろんなコネを使いま

して、花博が実際に海外からの知名度を高

めるように努力したことが、実はこの下敷

きにございます。 

フローラの話が出たときに、今、地元には

あのとき大阪でやっとった近藤という奴が

おるじゃないかと、橘さんが言ったのか誰

が言ったのか知りませんけれども、当時、

神戸芸術工科大学の教授をやっておりまし

たから、こちらの起草構想委員になったと

いうのが、先ほど橘さんから言っていただ

きましたことの発端でございます。 

フローラの理念につきましては、書き直

しから何からずっとやりまして、もう少し、

次の構想から計画にかけても関係させても

らえるかなと思いましたが、実はそこまで

で、その後はあまり関係がなくなってしま

いました。 

その点は、私が非常に遺憾とするところ

ですが、国際花博の場合は、建設省が出展

しました砂防ランドの担当委員長という形

で、最後の設計から運営まで、ずっと関係

していたのにくらべて残念でした。 

計画の実施段階では、先ほど橘さんのお

話にありましたように、総経費 850億円の

内、大体、安藤忠雄さん関係に 500億円取

られてしまったということはご存じの通り

なのですが、私としては、５億円とは言わ

ないが、せめてもう１億円ぐらい造園プロ

パーのほうに上積みをしていたら。 

それが運営レベルのほうで問題となって

出てきましたのが、夏のシーズンでした。 

この国際花博はそれまで集客は抜群でご

ざいました。当時、まだ奈良で非常勤講師

などをやっておりましたから、ホテルで昼

飯食おうと思いますと、がらがらなんです

ね。「えらい、今日、すいてんなあ」と、そ

んな話をしますと、「観光客が全部淡路島の

ほうへ行ってしもうて、困ってまんねん」

とか。 
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淡路にとっては、春はよかったのですが、

夏場になりますと、あの会場は暑かったで

すね。記憶のある方は多いと思います。私

がもう１億円を上積みして、もう少し水に

関係のある施設、そして日陰のできるよう

な工夫、それをやるべきだと提案しました。 

実は、そのメモを書いて当局のほうへ出

したことがあるのですが、「ここまでうまい

こといっておるんですから、近藤先生、別

に心配せんでもええ」と、お茶を濁されて

しまいました。 

先ほど 500万人の予想が 700万人も集

まったというお話がありましたが、今から

考えますと、夏の２カ月間六十余日、１日

１万人ずつ増えても、 700万人のものが 

800万人弱までいけた。こうなりますと、先

ほどかなりの黒字が出たというお話があり

ましたが、もっと膨らんだのではないでし

ょうか。 

これを活用すれば、フロリアードが今日

までもっと存在価値を発揮できたというの

が、私なりの心残りでございます。 

せめてお金を使わないで、もっと夏のお

客さんを集めるための工夫がないかと、私

なりに考え、これも関係者に言ったことあ

るのですが、あの会場は夏の夕方が涼しか

ったですね。日が西に沈みますから。 

午後の４時頃になりますと、日陰がずっ

と増え、海から風が通ります。そのため、も

う少しイブニングショー的な意味合いを入

れまして、花が夜どんなふうに見えるのか。 

昼間の太陽の下の花と照明をつけた場合

の花と、照明も工夫されていたわけですか

ら、そういうような状況も入れて、フロリ

アードの魅力をもっとアピールできたと、

今でも考えております。 

それからもう一つ、なぜこれが注目され

なかったのかなと思いますのは、神戸から

の海上ルートですね。あれ、すばらしかっ

たですね。特に夜は。 

フローラでは港をつくっておりましたか

ら、帰りは電車もバスも混むので、船で帰

るということにしていましたが、会期中、

責任者の一人といたしまして何回も参りま

したが、夜、船が岸を離れまして、会場の夜

景を見ながらずっと走っていく。 

会場が見えなくなってきますと、今度は

神戸の夜景が見えてくる。これは、その気

になってやれば、神戸、あるいは兵庫、会場、

それぞれの魅力をアピールして、神戸市民

の方々、兵庫県民が、海から見る我が郷土

というものを体感してくれたんじゃないか。

それは後々まで続く郷土にもつながったの

ではないのかと今でも考えております。 

余分なことをいろいろと申しますが、構

想の中で私なりには、大阪の場合と違いま

して、この会場は海と山とが一体になって

ランドスケープがすばらしかったですね。

それをもっとアピールできなかったのか。 

確かに夏の暑いとき公園の会場の高みヘ

登るのは大変だったのですけれども、その

ための輸送なら、たとえばリフトなんか、1

億円もかけずにできたんですね。それをも

う少し工夫さえすれば、もっと会場の公園

を、あるいはフロリアードの魅力を高めた

でしょう。 

あの会場ならではというランドスケープ

の条件があったのにもったいないなと、今

でも考えております。 

それで、あとへ残したものについて考え

てみますと、先ほど橘さんが、地場産業と

の関係で言葉尻を濁されましたが、そもそ



 

19 

もコミュニティーシティという発想があり

ました。 

私が最初に花博会場の予定地を見に行っ

た時に感じたのは、私自身がハンブルグ大

学で日本庭園をつくったときに、あの町に

しばらく滞在した際の体験でした。 

ハンブルグの町は住宅街が湖水を挟んで

ビジネス街と向かい合っていて、陸上ルー

トもありますけれど、毎朝、出勤する人は

船に乗って自分のオフィスへ行くことがで

きたイメージがあります。 

そうしますと、コミュニティーシティと

しての淡路では、今からでも遅くないです

から、ちょっと考えると、淡路島は景色が

よくて、空気がよくて、魚がおいしくて。そ

ういうところに家族たちは生活してくれて、

自分も夜はそこに暮らして、朝は船に乗っ

て出勤して、というパターンがあれば、こ

れは兵庫と神戸と淡路の売りになるはずで

す。 

そんなことを、先ほどのコミュニティー

シティというものを通じても考えることが

できるのではないか。 

そのコミュニケーションとは、ただ単に

人と人とのコミュニケーションではなく、

そういう環境との間とのコミュニケーショ

ン、いい空気とのコミュニケーション、水

辺とのコミュニケーション、海とのコミュ

ニケーション、そういうものができるよう

なポテンシャルがまだ今も淡路にあるので

はないでしょうか。 

これを将来に向かってどう生かすべきか

が、レジュメに記入した３のお話のまとめ

になります。 

将来への課題と書いておりますが、ここ

でしゃべってしまいますと、あとでパネル

ディスカッションのタネがなくなりますの

でヒントだけ。 

実は、フロリアードでやり残したことと

しましては、神戸あるいは兵庫県が持って

おりますボランティアスピリットを、もっ

とフロリアードに活用できなかったのかな。

もっとボランティアが活躍できるようなサ

イトをあの中に設定して、「市民が行うフロ

リアードなんだ」、「県民のフロリアードな

んだ」ということをアピールできたら、先

ほど橘さんが、2010年はこうやって、15年

はこうで、20年はこうやってということも、

これからの課題としてもっと生きてくるの

ではないでしょうか。 

橘さんも県を定年ですけれども、私より

も二十才そこそこ若いのですから、私の年

まで頑張っていただくなら、2040年かそこ

らへんまではいくはずですから。 

それから、先程もちょっと触れられまし

たが、会場となった淡路島とその周辺は明

石海峡の公園群や、いくつもの公園があち

こちに点在しており、景観園芸学校まで含

んで「みどり」の拠点となっているところ

です。 

それをもっと有機的に結びつけて連帯さ

せて、トータルした魅力をアピールする。 

一番それを感じたのは、個人的な体験で

すけれども、この２月に沖縄に行きまして、

ちょうど春節があったものですから、中国

の方がたくさん来られていました。 

われわれ日本人は隅っこのほうになって

いた印象もありますけれども、今、東アジ

アの人たちが日本へやって来ています。 

日本が戦争の反省をしないと言って、言

われてもおりますけれども、これだけ平和

でリッチな国がつくれるのは、われわれが
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戦争を反省した結果である。その方向でお

互いに協力しましょうということをアピー

ルする。 

そういうアピールを体験したい人たちに

もっと来てもらって、と考えれば、あれだ

けのフロリアードはパーク、グリーナリー、

それに伴ういろいろなノウハウ、そのもの

が一体としてネットワークできるはずの機

会です。 

それをアジアの人たちにもっと学んでも

らう場所がここにできるのではないでしょ

うか。ただ単に学ぶのではなくて、それを

楽しんでもらって身につけてもらったらい

いんですね。そういうことが今後の課題に

浮かび上がってくるのではないかな。 

それを学会としても、大いに頭を使って

いただくよう、これからの課題にしてほし

いと思っています。 

以上でこの４つのレジュメのテーマは一

応ここまでにしておきます。 

どうも病後の喉でしゃべりにくいところ、

お聞き苦しい話を、ご清聴ありがとうござ

いました。（拍手） 

 

（司会） 

近藤先生、どうもありがとうございまし

た。 

近藤先生のお話の中で、大阪花博のお話

もございました。先ほど、若い学生さんも

いらっしゃったので、少しお聞きしてみま

したら、「子どもの頃だったので、このジャ

パンフローラは覚えていない」というよう

な方も、今日はお見えになっています。そ

ういう中で、これまでの歴史的なお話を頂

戴いたしまして、ありがとうございました。 
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講演③ 

「奇跡の星の植物館と淡路花博について」 
辻本 智子 氏（淡路夢舞台奇跡の星の植物館総合プロデューサー） 

 

 

（司会） 

それでは、「奇跡の星の植物館と淡路花博

について」ということで、淡路夢舞台「奇跡

の星の植物館」の総合プロデューサーでい

らっしゃいます辻本さんにご講演をお願い

したいと思います。よろしくお願いします 

 

（辻本） 

資料のほうはＡ４の紙を見ていただいて、

「奇跡の星の植物館」のリーフレットもご

覧ください。大体私はいつも話が長くなる

ので、資料の最後の方については、後のデ

ィスカッションに残したほうがいいのかも

しれません。 

私も、先程お話のあった大阪の花博の際

には、花博が国際博として開催できるかど

うか、また、企業にご協力いただけるかど

うか、というようなことを、1985年からシ

ンクタンクでお仕事をしておりました。大

阪の花博の際は、後のほうでまた話したら

いいのですが、はじめは大阪市が市制 100

年ということで、鶴見緑地周辺の地域を振

興するために行われる計画でした。それが、

国の一つの大きなイベントになって、私と

しては、国のイベントとなった途端におも

しろくなくなったという感じがしました。 

そのあと、自分がデザインした植物館の

館長になりましたので、少し離れておりま

した。1988年から篠山のユニトピアささや

まという、松下電器の労働組合が管理して

いる施設の花の植物館の館長をしていたの

ですが、その時に当時の兵庫県知事である

貝原さんが、1989年だったと思いますが、

「丹波の森構想」を挙げられました。当時、

私のところにナイアガラ園芸学校を卒業し

たスタッフが２人来ておりまして、私も研

修学生で行っていて、京大の女の子も一人

ナイアガラに行っておりましたが、そうい

うナイアガラネットワークで取り組んだ植

物館です。そこへ貝原さんが来られたとき

に、「海外の植物園とか公園にはちゃんと園

芸学校とか研究機関がある。日本もそうい

うふうにならなきゃいけないんじゃないで

すか」という話をして、大阪の花博でも跡

地利用案として園芸学校、宝塚での仕事で

も園芸学校というように、何をやっても園

芸学校というのを提案していました。する

と貝原さんから「２年後に実現するよ」と

言われたのでびっくりしました。当時、宝

塚の仕事で国土交通省の担当者だった女性

が、私の報告書を見て、宝塚でやりたいと

 
辻本氏の講演の様子 
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いう気になっていた時なのですが、「淡路で

やるからごめんなさい」という感じでした。

そして、淡路の景観園芸学校が設立される

ことになりました。 

実は、1994年に篠山の植物館に行ってい

た時から、奇跡の星の植物館に関わらせて

いただいていました。お手元の資料にもあ

ると思いますが、1995年から仕事していた

のですけど、仕事をもらっていろんなこと

を考えたときに、「やっぱり淡路島を公園島

にしたい」という貝原さんのお話がありま

した。これについて、1995年に私がこの企

画書を書いた中でどういうふうに考えたか

というと、大阪ベイエリアにどんな施設が

できてくるかということです。その頃はＷ

ＨＯもまだ来ていませんでした。ＷＨＯが

できるとか、地球環境国際研究所や中国の

医療関係の施設が来るというような話があ

り、私の中では「花と緑の公園島」というよ

り、「花と緑の健康島」、環境の健康、心の健

康、もともと淡路島に健康道場もありまし

たし、リタイアした人たちのお家もあった

ので、健康島にしていったらいいのでは、

と考えていました。大阪ベイエリアの観光

というのもありますが、景観園芸学校と国

営公園と植物館が中心になってネットワー

クしながら、景観園芸学校は後継者育成や

公園をマネジメントできるような人を育て

ていくということ、また、植物館は新しい

共生のライフスタイルをどんどん発信して

いくところ、国営公園の役割についてはち

ょっと難しいところがあるのですが、最初

の段階では管理は国が昔の公園管理財団と

しておりましたので、ともかく３つが１つ

にならなきゃいけないということでつくら

れました。人間が破壊したものを再生する、

破壊した里山を人間自らの力で再生しよう

ということが目的でつくられたところです。

その基幹施設として、この３つということ

になったのです。 

今から植物館の宣伝みたいなことが続き

ます。ここまでお話したような中で、私が

つくった植物館はどういうことを目指して

いるかと言いますと、ここにも書いており

ますように、植物館の中で「ガーデンルネ

サンス」という言い方を始めたのは２、３

年あとのことなのですが、この植物館の中

では、自然と人間の共生ということをテー

マにしながら、夢舞台は、自然が破壊され

た屋外の緑再生の実験の場ですから、私は

何となくここを、人間の再生のところだと

思いました。私たち人間がいろいろな緑の

ライフスタイルを失ってきている、それを

再生するところだということで、「共生のラ

イフスタイルを継承する植物館」、「花と緑

の感動空間創造型植物館」、「実験情報発信

型植物館」を目指そうということにしまし

た。「ガーデンルネサンス」というのは何か

と言うと、自然の美しさやすばらしさを五

感に訴えるとともに、自然とともに生きて

きた先人の暮らしのあり方や、その暮らし

が生んだ花文化のすばらしさに学び、さま

ざまな分野の人々とコラボレーションしな

がら、地域性、伝統性を継承する花緑空間、

21世紀の都市緑化を提案していくという

ことです。 

それを具体的にしようと思ったら、五感

をまず磨かなきゃいけない。植物館で五感

を磨こうということと、共生のライフスタ

イルを生み出した花文化の継承ということ

で、まずはそれを知らなきゃいけない。日

本では伝統園芸もあります。２番目は地域
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コンテクストを踏まえた花緑空間の具体的

な提案、３番目は植物だけでなく、日本の

花文化というのは食とか音楽とかアートが

一緒になっている、もともとそういうもの

であるということを伝えよう。さらに、海

外の花文化についても伝えています。 

それから、新たな花緑空間の実験研究の

情報発信をするということで、ただ緑の分

野の人だけではなく、アートの人たちとコ

ラボレーションする、植物館の中だけでは

なく、企業とのコラボレーションもしてい

こうということにも取り組んでいます。民

間でつくりあげるというところは、サポー

ター組織ということで、先ほど近藤先生が

言われた住民参加ということなのですが、

淡路での住民参加は、公園の周りに住民が

いませんので、特に夢舞台ではなかなか大

変でした。またあとでお話ししますが、初

めは公園内でやっているだけということで、

地域住民の方々だけではなくサポーターさ

んも大阪や神戸から来られる方々もいらっ

しゃいましたが、最後になって淡路島はお

金がかかりすぎるという問題がありました。

そういうこともあるのですが、そういうサ

ポーター組織という進め方をしていました。 

植物館は、先ほどの五感に訴えるという

こと、まず五感を磨こうということから、

展示方法も他とは違うと自分では思ってい

ます。植物の、例えば形を活かして、植物の

形を読み取ってもらおうということで、ア

ートギャラリーみたいにして、植物を展示

物のようにしてみる。何でこんな変なこと

したのかなと、まず気づいてもらう。この

部屋の展示について気づかない人に対して、

私はいつも「鈍いなあ」とか判断をしてい

ますね。最初、石原さんはすごくほめてく

れました。「こんなすばらしいの」と言われ、

「あっ、いけるじゃないの、石原さん」とい

う感じでした。ここに来る人は建築が結構

好きな人が多いのですけど、気づかない建

築家がいたら、「こいつはだめやな」と、そ

ういう判断をする部屋です。みんなに気づ

いていただこうと思っています。この部屋

はもともと色で展示しようとして、大阪ベ

イエリアの暑い夏でも咲くような花とか、

そういう色で展示していたのですが、ラン

展を始めるようになってから、香りも形も

色もこの部屋で展示しています。 

最後にショースペースというのは、花文

化をやるところで、春はこの中で人形浄瑠

璃をやったりしています。これはローズガ

ーデン、これはヨーロッパの花文化を伝え

るため、ジョセフィーヌのことをテーマに

した子どもミュージカルをやったりしてい

ます。これはドイツのときで、オペラをや

っています。これはクリスマスで、このよ

うなことをやりながら、ラン展もあります。

ラン展のときは、この中でランをテーマに

しながら晩餐会やお食事をしたりする会を

開いています。先ほどの貝原さんにはいつ

も来ていただいていたのです。 

もう一つの軸は、共生軸、花と緑のある暮

らしを伝えるところです。ここの中では、

淡路は瓦、それから土壁が特産ですが、そ

の理由は、淡路島には断層がたくさんあり

ますよね、その断層によって土の色がいっ

ぱいあるわけです。左官屋さんたちも土の

色を読んでいて、優秀な左官屋さんが多い

です。瓦の土もそうです。これは壁面緑化

をしているところです。こういうことを部

屋の中で、古いものを持ってきて、こうい

う地域独特のことをやりましょうという空
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間のつくり方を植物館の中で提案していま

す。 

これが2004年ぐらいにラスベガスでう

ちのスタッフがラスベガスに行って、瓦屋

さんと一緒にこういうパンフレットをつく

りました。このような感じで、瓦を使って

いきながらやっています。 

日本にも伝統園芸というものがありまし

て、江戸時代の文化ですが、各藩によって

飾り方があります。これは細川藩、熊本の

飾り方。こっち側は伊勢の飾り方。それぞ

れ花の形も違う。これを見るとわかること

が、それぞれの文化のところで花を飾る際

に漆器があることとか陶器を使うとか、飾

ることがエクステリアですね。そういうも

のも文化としてというより、産業に影響を

与えてきたということです。これは私の大

好きな篠山のお苗菊。篠山は小学校の子が、

今これを継承しています。すばらしいです。

これを海外にデビューさせるのが私の夢な

んです。江戸菊ですが、くるっとまわって

いるうちに時間ごとに花の形がかわります。 

これは瓦を使ったレリーフ、私がつくっ

てみました。 

これは兵庫県の五国を土壁でつくろうと

いう壁面緑化です。これは久住さんという

左官屋さんにつくってもらった土壁緑化で

す。こういうふうにアートとして空中に設

置しました。ともかく都市においては驚い

てもらわなければ、何も感動してもらえな

い。ただの壁面緑化をやっていてもどうに

もなりません。最近は楽しい壁面緑化が増

えていっているのですけれども、今までの

壁面緑化といったら、ただアイビーである

とかそんなものです。私のところの場合、

アートを取り入れているのは、一つはコス

ト、お金がない。緑はすべて効能ばっかり

言ってきましたよね。そうではなくて、緑

を「きれいな」とか「もっと増やそう」とい

うことを感じてもらわなければ全体量が増

えない。感動させるとか変化を与えるとい

うことで、何かアートと組ませたらどうか

と考えています。 

ここのところに壁面緑化やっているので

すけど、これは繊維業の廃材を使った石で

す。小松精練さんからいただいて、こうい

う緑化に使うのを実験したりします。これ

も中に使っているスポンジは、ブリジスト

ンの実験をやるのに私たちがお手伝いして

やっています。このように、アートと組み

合わせてやっています。 

植物館の中には、いろいろなサポーター

がいる中には、子どもたちもいます。子ど

もたちは自然の大切さを伝えるミュージカ

ルを年に２回、ゴールデンウィークとクリ

スマスに、今年は夏もやるようになります

が、こういうふうにやっています。 

これは京都市立芸大の声楽科の子たちで

すが、先生がいつもオペラに来てくれてい

ます。先生も年を取ってきまして、結構ギ

ャラの高い人になっていく反面、生徒さん

でも優秀な子は優秀ですから、学生の子た

ちが来て、私が企画しました。最近は彼ら

のやるオペラは、私が与えたテーマで彼ら

が企画してやってくれているということで、

植物だけではなくインキュベーターになっ

ているのではないかなと思います。 

国際交流としては、ニューヨークのブル

ックリン植物園が2004年か2005年に実施

したことですが、３回ぐらい２年ごとに来

てくれていたのです。真ん中にいらっしゃ

るエリザベスさんという名誉園長さんが、
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これだけの人を全部連れてくるのです。ブ

ルックリン植物園はサポーターがおり、ニ

ューヨークが破綻したときに、企業とくっ

ついてお金をつくっていくということが出

来ますが、ここは本当にボランティアとか、

市のいろんな仕事を受けながら支えていっ

て、先生たちもこのおばあちゃん園長さん

もほかの職員さんも週に３日は働いて、２

日はボランティアで働いています。ここに

来られている人たちはカナダの人とかいろ

んな人たちがいて、その人たちは資金を植

物園に出していっているという、すばらし

いことですし、これから日本が学ばなきゃ

いけないシステムだと思います。 

これはＩＧＣＡといって、世界中のガー

デンセンターの社長さんたちが日本へ植物

館を見に来ているときに、うちのスタッフ

たちが瓦でつくる庭を教えているところで

す。このように、結構海外の人たちがやっ

てきてくれるようになってきています。 

こういう活動をしているのですが、世界

にも発信するようになったよ、という話も

します。夢舞台は私が関わり始めて20年も

経っています。しかし、私の理想とするも

のはまだできていません。やっと何かちょ

っと動いたかなという感じはするのですけ

ど、下がまた何か違うなというところがあ

ります。 

オープンしてから継続的に15年間やっ

てきた中で一番の問題点は、ミッションが

共有化されているかという話ですよね。私

は初めからつくっているのでわかるのです

が、自然を再生して里山を再生するという

のに、お金がなくなってくると、人が来て

もらうことばっかりを考え始めてしまいま

す。そうすると、たくさんお金を持ってい

る花博協会がどんどん花緑の花壇ばっかり

つくってしまいます。それだけならまだい

いのですが、違うことで人を集めようとす

ると、やればやるほどコンセプトがずれて

いって、何をしているのかわからなくなっ

てしまいます。 

先程、460億円と聞いたときにびっくり

しました。私の植物館には、60億円もかか

ってないですよ。私のつくる今までの植物

館だったら、 6,700平方メートルであれば

67億円かからないといけないんですよね。

でも、あれはたぶん60億円かかってないと

思います。50何億円です。それ以外は全部

建築のほうにいったということですが、そ

ういう管理をしている。今日は企業庁の方

は来ていませんかね（笑）。同じ場所でやっ

ている人間同士のミッションが、どんどん

何のためにやっているのかということがず

れてくる、ということです。 

それともう一つ問題のところは、もとも

とは景観園芸学校と植物館をやっていたけ

れども、私は今、景観園芸学校では後期に

集中講義を持たせていただいていますけれ

ども、もともと研修をしようじゃないかと

考えていたところに、必ずしも学校だけの

問題ではなくて、私の問題でもあったと思

いますが、植物館と一緒にはできていなか

ったということです。 

それから、いいことなのか悪いことなの

かわかりませんが、今、本当に経済状態が

悪くて、私は現在のところ、あとでお話し

しますけれども、夢舞台の全体をみるよう

になったんですね。今、全体をみて県から

出されているお金というのは、植物館だけ

を対象としていた時の半分ぐらいの額で公

園全体をみなさいとされているので、お金
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儲けするしかないんですね。地震なんか起

こるとどうもできないという状況になって

います。だから、これのほうが本当はおも

しろい。これからお金がないのをどうお金

をつくっていくか、どうやって協力をして

もらえるようにするかというのが、ここの

運営をしている中で、非常に思うことが、

日本の公園とか植物館がやらなきゃいけな

い、海外ではやられているようなお金儲け

をどうするかということです。 

牧野植物園の小山鐵夫先生がハワイに戻

られるというので、この間講演会がありま

した。「ニューヨークの植物園では管理運営

費の７％程度しかニューヨーク市からもら

っていない。アメリカはそれが普通です」

という話がありました。入館料だけで補え

るなんてなかなかできませんが、植物園は

もともと経営を考える、儲けることを考え

るということになっているのです。私も「自

分は頑張っているな」と思いましたけど、

反省させられました。 

そういう課題をすごく抱えていて、本当

は2012年から全体をみていいよという話

になったのです。でも、いいよと言われて

も、それは夢舞台が言っているだけです。

夢舞台のコンペのときに私が提案したもの

ですが、「コンペのとき言ったでしょ」と言

っても、みんな何か全然覚えてない。本当

にこの人たち、内容で選んでいるのだろう

かと思うぐらい、悲しい思いになるのです。 

ともかく、全体をやれることになりまし

た。全体をやるきっかけは、先ほどの2010

年の「花みどりフェア」でした。「花みどり

フェア」も実は「もう、危ないな」と思って

いました。いくらやっても姿の見えない植

物館で入館者数は20何万人、最高でいって

23万人ぐらいまで上げたのですが、これ以

上は絶対上げることができません。今後は

必ず兵庫県は貧乏になる。それを考えると、

５年に１度どころか、２年に１度ぐらいイ

ベントやらないとどうもならないと思って

いました。いろいろなことをしながら、橘

さんのご協力というかお力もあって、2005

年にイベントができたわけです。 

そのときに、私はランドスケープの人間

なのにもかかわらず、安藤さんの領域には

一歩たりとも出てはいけないと言われまし

た。あなたは植物館のプロデューサーだけ

ど、出てはいけないということがあって、

ちょっと出たら、「先生、ここは出ています」

などと言われて、「何でこんな目に会わなき

ゃいけないの」という思いはずっとあった

のですが、2010年にローズガーデンをつく

ることになりました。ローズガーデンが切

り口になって、安藤事務所は、あれは一時

的なものだと思っていらっしゃいましたが、

これが切り口になって外をやれるようにな

りました。 

この2010年も、安藤事務所のほうに、「壁

にどんどん緑化していいですか」とか言っ

たら、「どうぞどうぞ」と言われたので、壁

に、緑化だけじゃないですね、絵も貼った

り、土壁をつくったりしました。その後、何

か言うてきてはりますけれども、安藤さん

自身からは、「新しいことをどんどんやって

くれてありがとう」という手紙をもらって

いるので、何かあったら「このご紋が見え

ないか」とやってやろうと思うんですけど、

新しい試みを始めていっています。 

これが全体です。今までは植物館の中に、

本当に箱入り娘のように入れられて、そこ

から出たくて出たくてしょうがなくやって
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いましたが、全体を一応みてみました。お

金がなくなったら任せてくれはるという感

じですね。今までプロムナードガーデンと

いうのは、花壇をつくったり、景観園芸学

校の人たちも参加したコンペをしたり、も

ともと里山の再生というのにどんどん変化

しているので、私は里山の再生ということ

で、里山ガーデンというのをつくり始めて

います。それから、人間と植物のかかわっ

ている、染めの植物をやるとか、果樹園を

やるとかといったことも考えています。 

もう一つは、百段苑のところです。その計

画をされた方に怒られるかもわかりません

が、半分以上は野菜にしております。野菜

をやりながら、野菜の文化ということで、

この頃、ナスとか毎日新しいメニューを考

えて料理をしています。こんな中でもそう

いう教室もやっております。花文化のゾー

ンではローズガーデン。百段苑は今まで菊

で花文化ということ言っていましたが、菊

花ばかりやると忌地になりますので、今は

野菜とか、それからお花もしています。 

一番はこれです。安藤さんの空間ですが、

廃墟になりつつあるところをグリーンアー

トミュージアムにしました。実はオープン

したときに、咲くやこの花館の方が「いず

れこんなに人来えへんようになるで」と言

われていたのです。「全部、あんたが使える

場所になんで」と言われました。その通り、

だんだんとお店が、夢舞台が経営しなきゃ

いけないようになってきて、「このままどう

するの」という事態になってきました。夢

舞台の社長が頑張っていろんなことはやっ

てはいるのですが、今回、ここをグリーン

アートミュージアムにしようということに

なりました。やるかぎりはお金取らなけれ

ばいけないので、特別展をやるときは、私

はお金を取る場所にして、ここにアーティ

ストたちが集まって来てくれて、いろんな

ことを試みてくれる場所になっていったら

いいなと思っています。 

他の公園や植物館を見ても、ホテルにコ

ンベンションセンターがあるようなところ

ってないですよね。世界の中でも類がない

と思います。それを何も生かしてないとい

うことはちょっとおかしいと思います。も

ともと持っている施設は、近藤先生が言わ

れたように港まで持っている。なぜあの港

が使われてないのか、私も理解できません。 

それから、山と海という素晴らしい環境

がある。私も百段苑には行かしてももらえ

ない感じで、行ってなかったのですが、グ

リーンアートミュージアムや百段苑を始め

てからは、「夢舞台ってすっごいええとこや

な」というのを実感しました。実は淡路島

も、「淡路島がええとこ」って気づいたのは、

2004年ぐらいに高松でジャパンフラワー

フェスティバルの仕事をした際、毎日高速

道路で四国へ行ったときでした。「淡路島っ

て緑豊かやねん」と感じました。入口が自

然破壊されているので、丹波にいた人間か

らしたら、淡路島は自然豊かとはちっとも

思えなかったのです、恥ずかしいことに。

でもだんだん気づいてきました。 

それで、今、先生も言われていたＴＲＩＡ

Ｄというのをやっております。植物館にき

たロングウッドガーデンの人から「技術交

流しようよ」と言われたことから始まり、

フィデリティという証券会社の会長さんが

全面お金出していただき、全体を合わせる

と年間 4,000万円ぐらいになると思います。

はじめはもうちょっと少なかったけど、「こ
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のお金が必要です、あのお金が必要です」

と言っている間に、たぶんそれぐらいのお

金をいただいて、嬉しいことに園芸学校と

一緒にやるようになりました。このことに

よって、イギリス、アメリカとの交流が始

まったということです。 

ＴＲＩＡＤがあったということと、お客

さん的には、安藤さんが世界の安藤だとい

うこともありますが、植物館にも、インバ

ウンドとして結構な数の海外の方に来てい

ただいています。年間１割ぐらいしかない

ですけれども、インバウンドが来ていただ

いているということです。 

今後の方向としては、花博の意味と今後

の淡路島の展開ということですね。15年間

もやってきましたが、一番の問題はお金が

なくなってきて、それからいろいろなこと

を試みて、企業ともコラボレーションする

ようになりましたが、それを商品化してい

ったりするのは企業のほうです。しかし、

植物館の方で「そのお金ちょうだい」とか、

そんなふうに言うことはできないですよね。 

それから、淡路島は瀬戸内海に入るはじ

めのところなのに、淡路島で瀬戸内海って

ちっとも感じてないのではないかと思いま

す。私は、試みとして４年ぐらい前から、実

際に福良の町へ行って、福良のまちづくり

などをするようになりました。なぜかとい

えば、長い間淡路島にいますが、今日いら

っしゃっている晴海ヶ丘は違いますが、淡

路のほかのところはなかなかセンスがアッ

プしない。これはいけないことだと。北か

ら南へ行くのは車でも１時間近くかかるの

です。それでも、「ちょっとかわってもらわ

ないと困るな」ということで、福良とか、最

近は洲本にも行ってまちづくりを始めまし

た。 

こういうことをやろうと思う時に、私た

ちは、プロデューサーですが指定管理者に

させられる。ＴＲＩＡＤもやったけど、私

たちは指定管理者として、来年、再来年に

なって切られたら、私がいなかったらＴＲ

ＩＡＤ続くのかどうかなんて、ちょっとわ

かりません。５年続けようと言っています

が、どうなるかわからないです。こういう

組織のあり方というところに、もうちょっ

とちゃんとしないといけないなということ

と、お金のこともそうです。これからはど

この公園も一緒だと思います。お金のこと

を考えた組織のあり方というのも考えなき

ゃいけない。 

あとの話に出てこないところで私が感じ

るものは、大阪の花博では、大阪市が地域

を再生したいと言って実施され、確実にラ

イフスタイルの提案、産業も変えていきま

した。そして緑が公のものから民になると

いうことも、がらっと変わったことです。 

淡路の花博は、私は公園島構想があって

やっているものだと思っています。公園島

構想があるということと、施設を残したと

いうことで、15年経って何もできてないか

もしれないですが、場所があることによっ

て、まだ継続していけるチャンスはあると

思います。 

私は浜名湖花博の仕事もさせていただい

て、国際交流館をプロデュースさせていた

だきました。浜名湖花博は花博としては結

構内容はよかったです。花博が始まる前に

も住民参加でボランティア組織ができてい

たのです。しかし、実を言いますと、「別に

住民参加せんでもええ」と言われたのに、

「住民参加をしましょう」と言ったコンサ
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ルは、私だけだったのです。もう住民参加

の用意ができていたのに、あの時代、コン

サルはみんな住民参加を嫌がっていました。

兵庫県では2000年のときには、この花博で

はできてなかったですが、ある程度のボラ

ンティア組織づくりというのは震災のこと

でできていたのですけど、浜松は結構ちゃ

んとつくっていたのです。にもかかわらず、

なぜか集まっていたコンサルたちは住民参

加を嫌がって、結局住民参加をやったのは

私のところだけで、それで私は松崎町へ行

きました。あそこはいいものをいっぱい持

っていて、伝統文化もあるんですが、結局

しっかりしたものを残してない。そういう

ところがちょっと違うのかな。あとに残す

ものを持つか持たないか。 

よその花博の話ですが、大阪の花博はす

ばらしいものを残してもいるのですが、や

った人たちが継続して何かをしているのか

というところに疑問があるのです。大きな

お金を持っている、海外の人たちにお金も

渡している、だけど、何を、あそこがかわっ

たのか。はじめにちゃんとした大きな組織

でつくられていっているけど、それ以上の

ものに展開していっているのかなというと

ころはすごく疑問だなと思います。これは

あとでの話し合いとして、これくらいで終

わらせていただきます。ありがとうござい

ます。（拍手） 

 

（司会） 

辻本さん、どうもありがとうございまし

た。 
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講演④ 

「淡路花博と淡路夢舞台、淡路景観園芸学校等地域プロジェクト等について」 
石原 憲一郎 氏（兵庫県参与、公益財団法人兵庫県園芸・公園協会 

                  花と緑のまちづくりセンター長） 
 

 

（司会） 

  最後に、淡路花博と淡路夢舞台、淡路景観

園芸学校等地域プロジェクト等について、

現在、兵庫県の参与であり、兵庫県園芸・公

園協会の花と緑のまちづくりセンター長で

いらっしゃいます石原さんにご講演をお願

いしたいと思います。 

 

（石原） 

皆さん、こんにちは。辻本さんの熱意あふ

れるお話で、私の持ち時間があと10分しか

ないと思って内心、ひやひやしていたので

すが・・・（笑）。 

淡路花博とその会場の斜面地緑化、そし

て、花博と密接関連で開設された淡路景観

園芸学校についてお話したいと思います。

私は平成５年３月末までは建設省（現国土

交通省）都市局都市計画課に在職していま

したが、在職中は、先ほど橘さんからお名

前が出ました貝原前知事と中央官庁兵庫県

人会のつながりで何回かお話しする機会が

あり、その際、国営公園を誘致したい、さら

に、その場所で国際園芸博覧会（花博）を開

催したいという意向をお聞きしていました。 

実は、昭和５２年から５３年頃、大阪にあ

る建設省近畿地方建設局の建設専門官をし

ていましたが、国が計画していた管内３番

目の国営公園の候補地は現在の場所ではな

く、県立淡路島公園のあたりでした。しか

しながら、兵庫県知事からは、国営公園の

候補地は、灘山の土砂採取跡地と明石海峡

大橋を挟んだ神戸市北区の藍那に広がる里

山里地、いわゆる明石海峡大橋を挟んだ二

眼レフ構想にしたいという強い要望を受け

て、その後、その方向で実現化の模索が始

まりました。 

そういう背景の中で、この国営公園の設

置が決まったのです。国営公園の件は、後

ほど橘さんから話題提供があると思います

ので、私のほうからは広大な土砂採取地の

自然再生の内容を中心にします。その前に、

なぜ淡路島で淡路花博が行われたか、その

糸口を探るため、少し歴史的に淡路島の花

と緑の地域づくりを俯瞰してみたいと思い

ます。 

まず淡路島というのは、改めて言うまで

もなく、「島」であるという事実、そして、

国生み伝説のある神話の島、神々の島とか、

他の島にはない非常に特徴のある島なので

 
石原氏の講演の様子 
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すね。 

よく淡路島は島だから遠いとアクセスの

不便さを指摘されるのですが、私は、淡路

島を紹介するとき、必ず、淡路島は４空港

から近い利便性の高い島であると伝えます。

４空港というと、３空港は、すぐに分って

も、もう一つはどこだと首を傾げられる方

がおられるのですね。関空と伊丹と神戸空

港、それ以外はどこだ。実は徳島空港から

ものすごく近いのですよ。４空港からのア

クセスビリティーが高い地域というのは、

日本全国探しても、そんな恵まれた立地条

件はないのです。残念ながらそのことを淡

路島は生かし切っていないですね。さらに、

気候が温暖でとにかく晴天日が多い。そし

て、歴史的に御食国の島と言われて、恵ま

れた農林水産業の産物があるわけです。つ

まり、国際博覧会を開催するうえでの好条

件が揃っているということです。 

これから少しですが、これまでの淡路島

地域開発の歴史をスライドでたどってみた

いと思います。ご覧のように残念ながら明

治以降、人口が減り続けています。 

1789年、江戸期には新田開発が積極的に

行われ、淡路島の人口は約10万人でした。

さらに明治時代になりますと、最盛期を迎

え鐘紡とかダントーなど大企業による産業

開発が活発化し、人口はピーク時には約23

万人まで数えたことがあります。当時、鉄

道も敷設されたようです。この時代から

徐々に人口が減少していくわけで、1953年

は、離島振興法に基づく離島として位置づ

けられていましたが、県としての地域開発

計画により1961年には全島産業公園化構

想。1962年には淡路島植物園化構想。1978

年には全島産業文化公園化構想と続いてい

くわけです。これらの構想は、すべて貝原

前知事の前の坂井知事時代に策定されたも

のです。これらの構想はご覧になっておわ

かりのとおり、すべて公園（植物園）という

名称が付されています。兵庫県の県政に一

貫して流れる全県全土公園化構想、淡路国

際公園都市、三田国際公園都市などのプロ

ジェクトのアイデンティティが、これで読

み取れると思います。 

私の想像で確認は取れていませんが、

1962年に打ち出された淡路島植物園化構

想のなかに、亜熱帯植物の植栽によりリゾ

ート空間を目指すような記述が出てきます

ので、その当時植えられたヤシ類のワシン

トニアが、淡路島の国道沿いに見られるの

も、その名残かなと思います。このように

淡路島の地域開発計画の歴史をたどること

は、なぜ淡路島で花博が開催されたかを考

える上で非常に重要かと思っております。 

1985年に、総合保養基地法（いわゆるリ

ゾート法）が国により制定され、全国各地

が法指定を受けようと計画立案し国に提案

した中で、確か淡路島は「世界に開かれた

公園島」として４番目に承認された島です。

もちろん、淡路島のリゾート構想は、国の

方針もあり民間主導による開発でした。し

かし、当時の経済情勢がそれを許さず、結

果として1992年に淡路公園島構想として

大幅見直しを行い、民間主導から行政主導

に転換した開発計画でした。ファームパー

ク（現在、民営のイングランドの丘）、おの

ころパーク（現在、民営の淡路ワールドパ

ークONOKORO）、淡路夢舞台などは、その

代表的施設です。民間主導から公共主導に

構想が変化したことによるものと言えると

思っています。 
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兵庫県は、総合計画の策定や具体的施策

を推進する上で、後ほどパネルディスカッ

ションでコーディネーターしていただきま

すが、中瀬先生というランドスケープの専

門家が、早くから県行政内部にいたことも

非常に大きく、行政に対しランドスケープ

の考え方が浸透していました。1992年に、

兵庫県がランドスケーププランニングとい

う計画を発表していますが、「ランドスケー

プ」というキーワードを使った行政計画は

他県に例を見ないものと評価しています。

もちろん、淡路島もランドスケーププラン

ニングがあります。そして、1993年の淡路

島国際公園都市構想に発展していくわけで

すが、ここから先は少し橘さんの話題提供

とダブりますので省略します。1999年に県

立の淡路景観園芸学校が開設します。淡路

景観園芸学校は、実は当初の淡路花博開催

年次である１９９８年に合わせて開校する

予定だったのですが、阪神・淡路大震災の

関係で開設を１年延期し、結果として、２

０００年の淡路花博より１年前に開校しま

した。つまり、淡路花博と淡路景観園芸学

校は密接な関係があり、淡路花博の理念継

承のため専門家養成の高等教育研究機関を

博覧会の成果の一つとして位置付けようと

したのです。世界で行われている国際園芸

博覧会で、その成果の一つとして後世の人

材育成のため教育研究機関を開設したとい

う例を私は知りません。 

さて、スライドに戻り、関連する施策を概

観しますと、線引き対象都市以外の開発行

為を適正に誘導するための緑豊かな地域の

形成に関する条例（略称 緑条例）、これは、

平成２年に大鳴門橋や明石海峡大橋等の開

通で多くの開発行為が想定される淡路島に

限って適切な土地利用の推進と自然の保全

を目的として制定された条例ですが、その

後全県適用に拡大した条例です。 

このスライドが、全県版のランドスケー

ププランニングです。きょうはご紹介して

いませんが、全県版のビオトーププランも

あります。これも中瀬先生が主導的なお立

場でご指導いただき策定されたプランで、

そういう意味では、兵庫県は、いわゆる広

域的なプランから地域的なプランまでラン

ドスケープの視点が入っているということ

ですね。 

このような取り組みが、淡路花博に結び

付いているということを認識することが重

要と考えています。 

さて、スライドに戻り「あわじ花回廊構想」

というのを策定しました。基本方針は、６

つの連係プレーによる緑花ということで、

①家庭、地域社会からの緑花②島全体から

の緑花③行政と住民の知恵と実践の連係プ

レー④量的展開の目標は風景レベル⑤質的

展開の目標は感動レベル⑥あわせて淡路ら

しさの創出。このフレーズは私の好きなフ

レーズです。さらに、花や緑が美しく見え

るための背景づくり、つまりいくら花壇が

美しくても、その周りにある看板など屋外

広告物、散乱するゴミが存在すれば地域全

体としては美しいとは言えないので、花が

美しく見えるような背景づくりが重要であ

るとか、緑花活動があくまでも楽しみなが

らの自発的参加で持続性が大事であるとか。

こういうふうな考え方を島民の皆さんと課

題や方向性を共有し、「あわじ花回廊構想・

10年計画」を策定しました。 

また、淡路花博の開催に合わせて、花博会

場だけでなく広く淡路島全島が博覧会場の



 

33 

ように花と緑あふれる美しい島になるよう

島民の暮らし方の指針ともいうべき淡路公

園島憲章ができました。この当時はこの憲

章を行政機関の庁舎、街角の公共掲示板、

交通ターミナル、ホテル棟の観光拠点さら

に家庭にも「貼ってください」とお願いし

て、ポスターをつくってだいぶん配りまし

た。憲章の文章は、子どももお年寄りも理

解できるように、非常に平易です。例えば

「花を愛し、花いっぱいの美しい淡路島を

つくります」。でも、この文章に込められた

意味は、このスライドで赤字で書いている

ような意味が含まれているわけです。憲章

を作成するに当たり作成委員会では、こう

いう意味付けまで議論されて、これを平易

な形で憲章という形でまとめたものです。 

そして、淡路花博は、皆様ご承知の通り大

成功のうちに終了したのです。その後、淡

路島の長期ビジョンで、環境立島「公園島

淡路」構想を打ち出し、環境を前面に打ち

出し「自然産業特区」を設けたり、観光振興

のため「くにうみツーリズム特区」を設け

たり、さらに、２０１１年には、あわじ環境

未来島構想を掲げ、「地域活性化総合特区」

を設けたり、様々な施策を立てて現在に至

っています。しかし、残念ながら、人口は、

年々減り続けております。ここに淡路島の

地域政策を考える場合、私は最大のポイン

トがあると思っています。これだけの歴史

を歩み、これだけの特区など施策を打ち出

しても、なおかつ人口流出が止まらないと

いうあたりに、大きな課題と改善点がある

と考えています。今後、淡路花博２０周年

記念事業「花みどりフェア」を、平成３２年

に開催するとしたら、花や緑と健康福祉、

医療、環境、観光、景観、農業など定住化促

進につながる連携プランを社会実験として

行うなど地域活性化プランに結びつくよう

なダイナミックなイベントをやっていかな

いと、この流れは止まらないというふうに

思います。 

さて、斜面地緑化の話をしましょう。これ

も先ほど橘さんのスライドで出てきました

が、 灘山を削った約１億立方メートル。

1963年ぐらいから土砂採取を始めてます

から、阪神臨海工業地帯とか大阪ベイエリ

ア工業地帯の埋め立て用に使用しています。

もちろん、一部、関西空港埋め立て用土砂

としても使われましたが、主は、工業地帯

の埋め立て用として用いられたのです。 

このスライドが、淡路島国際公園都市と

いう概念です。私はこの当時、なぜ都市と

呼ぶのか、よく理解できなかったです。そ

ういう十分な議論もなしにそのまま進んで

きました。 

さて、最大の課題は広大な土砂採取跡地

の自然再生です。なにしろ、花博の会場と

なる場所です。平成６年、知事から淡路花

博までの間に、森のような背景を創りだす

ことを命じられ、斜面地緑化の第一人者で

ある京都大学農学部の吉田博宣教授にアド

バイザーをお願いし、施工を専門とする造

園や法面緑化の民間企業の実践者を集め、

急こう配でアルカリ性強く、軟岩主体の地

形地質を持つ長大斜面地（法長さ１６０M、

面積約１２ha）の緑化を早期に実現するた

めの「緑化アクションプログラム」を短期

間のうちにまとめて事業実施主体の兵庫県

企業庁にバトンタッチしました。 

緑化コンセプト、緑化目標、工法の経済性

や施工性、維持管理の容易性などが緑化ア

クションプランの内容ですが、最終的には
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ウバメガシ・ヤマモモ群落という地域の潜

在植生を目指すということとしつつ、一方、

淡路花博までの早期緑化を求められていま

したので、落葉広葉樹も混ぜて早期に緑化

しつつ最終的には安定した林相を目指して

いこうというプランを立てました。 

これはお手元の資料の17ページに詳しく

記載されていますので、また後ほどお読み

いただきたいと思います。 

また、施工方法ですが、現場の地形、地質

に応じて人工土壌吹き付け工法と軽量法枠

工法の２つの工法を採用し、しかも軽量法

枠工法では㎡当たり４本の苗木という高密

度植栽を採用しました。また、現場条件か

ら、夏場の水の確保が極めて重要というこ

とで、現場近くに、雨水を貯留する池を作

り、そこから導水し、法面上にドリップ灌

水用のパイプを網状に敷設し、いわゆる夏

枯れを防止するというやり方をしました。

もちろん植物が安定的に生育を始めた時、

ドリップ灌水は中止し植物の自立を助長し

ました。極めて高コストの施工方法ですが、

とても植物が生育できないような敷地で緑

化し、さらに、淡路花博までに森のような

背景を創るという前提条件下では、やむを

得ない工法であると知事の前で力説し、「石

原さん、こんな金かけんでも、クズを生や

しときゃいいじゃない」という無責任な意

見を言う県幹部もいましたが、最終的には、

知事の英断でこういうことができました。 

淡路花博から、１５年経過し、今では、非

常に大きな緑の塊となって周辺地域の自然

林と見分けがつかないほど成長しています。

しかし、緑化を始めて僅か２０年弱。植物遷

移状況、根茎の発育状態など、定期的なモ

ニタリングはまだまだ必要です。最近、管

理者が定期的に行っているのか知りません

が、モニタリングは是非とも継続していた

だきたいです。 

次に、淡路景観園芸学校です。会場にパン

フレット等資料がありますし、当該学校の

先生方もご出席ですので、ごく簡単に触れ

ます。 

兵庫県は、日本の縮図と言われるほど多

様で地域固有の歴史と自然・文化を有する

県土を有しています。美しい県土を守り、

育て、そして創り後世に継承していくため、

先ほど、説明しましたが、全国でも有数の

ランドスケープ系施策を実践していますの

でやっていますが、問題はその人材育成を

どうするのかという問題意識がありました。

さらに、学校構想策定中に起こった阪神・

淡路大震災において、花や緑が「生きる」

「生命力」という面において被災者に対し

て大きな役割を果たしたということが園芸

療法の専門家育成を確固たるものにしまし

た。園芸療法、これもまだ緒に就いたばか

りですけど、超高齢化社会の現在において

最も重要である園芸療法専門家を育成する、

全国の公的機関で唯一、淡路景観園芸学校

だけが取り組んでいる課程です。 

当時、造園学会においても職能教育の在

り方について学会全体で取り組んでいまし

て、特に、植物教育のあり方、デザイン教育

のあり方について様々な議論がなされてい

る時期でもありましたので、淡路景観園芸

学校の設立構想では、その教育内容や育て

るべき人材像など大議論がありました。当

初は、できるだけ類似教育機関との差別化

を図るため、学校教育に基づかない学校と

して開校いたしました。しかし、国が専門

職大学院制度を創設し、淡路景観園芸学校
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の教育システムがそのまま移行できるので

はと考えて平成20年に従来の専門課程を

移行させたということです。 

今、専門職大学院の緑環境景観マネジメ

ント研究科と、園芸療法課程、それと県民

を対象に花と緑のまちづくり活動家を養成

する生涯学習課程で構成されていると思い

ますが、詳しくは資料等をご覧ください。

一つだけ言いたいのは、生涯学習課程とい

うのは、実は学校開設の１年前から試行的

に開講し、受講者の評価を聞きながら始め

ています。 

この生涯学習課程の教育成果は、美しい

県土づくりを進めるうえで非常に大きな意

味を持っています。私が現在勤務している

（公財）兵庫県園芸・公園協会花と緑のま

ちづくりセンターは、生涯学習課程を修了

した述べ約６０００人以上の皆さんととも

に、県下各地で花と緑のまちづくり活動に

通り組んでいます。 

現在、兵庫県は、全国で最も「花と緑のま

ちづくり活動」が活発であると評価されて

いる秘密の一つが、淡路景観園芸学校生涯

学習課程の修了生の皆さんであることは言

うまでもありません。 

以上で私の報告を終わります。ありがと

うございました。（拍手） 

 

（司会） 

石原さん、どうもありがとうございまし

た。 
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（２） 対談 / 総括 
 

講演のまとめ / 話題提供 
中瀬 勲（兵庫県立大学名誉教授、 

     兵庫県立人都自然の博物館館長） 
 
（司会） 

後半のプログラム、パネルディスカッショ

ンに移らせていただきます。コーディネータ

ーは、兵庫県立人と自然の博物館の館長、兵

庫県立大学名誉教授でいらっしゃいます中瀬

先生にお願いしております。 

中瀬先生、進行をよろしくお願いいたしま

す。 

 

（中瀬） 

よろしくお願いします。前の方の席が空い

ていますね。先ほどから何度もお話に出てい

る貝原さんは、講演会の際に前から席を詰め

ないと怒られましたね。 

今日のこのような会は初めてでして、以降

一切シナリオがなくて、「好きにしてください」

と言われておりますので、勝手に今シナリオ

作りました。５分ほどお話をさせてもらいま

す。私がお話している間に、会場の皆さんは

質問を考えておいてください。先生方に対す

る質問でも、今日の問題点を最低５つぐらい

出してくださいね。でないと、私のあとの進

行が大変ですので。皆さん方からいただいた

質問に対して、個別に答えるのではなくて、

それを交えながら、この４人のパネラーの

方々からご意見をいただき、各々のパネラー

の皆さん方からもご提案いただきましたが、

これまでのすばらしい博覧会からさらにそれ

以上にすばらしい博覧会を目指して、どうし

たらいいのだろうかというような話にまとま

ったらいいなと思っております。ぜひ、会場

の皆さん方にもご協力いただいて、とても良

い質問を出してください。その質問を考えて

いただいている間に、私からお話をさせてい

ただきたいと思います。 

今日はかなり緊張しております。なぜかと

いうと、近藤先生がいらっしゃるからであり

ます。近藤先生は学会の関西支部の発表会場

に行くと、いつも不思議と私の後ろに座られ

るのです。そして、見えないようなスライド

を出している学生がいると、「中瀬、あいつは

だめだ」と、私の後ろで、いつも怒っておら

れたという方です。そのような先生がおられ

るので、ちょっとびびっております。そうい

うことで、近藤先生の20年後を、30年後かな、

について、すごい勉強をさせていただきまし

た。 

今日、皆さん方が話されている半分以上の

時間帯で、私は関西国際空港のりんくうタウ

ンの計画をしていた時のことを思い出してお

りました。当時はお金がたくさんあってよか

ったですね。半分は白い大理石、半分は黒い

大理石で砂浜を、台湾と中国から半分ずつ買

ったとか、好きなことをさせていただいたこ

とを覚えております。 

 
中瀬氏による話題提供 
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そのあと大阪府立大学の、私がお世話にな

っていた久保先生の研究室で、すごいことを

したのです。大阪万博の入場者予測をしたの

です。そのときに対抗したのが有名な総研と

か錚々たるシンクタンクでしたが、大阪府立

大学の久保先生の研究室が一番正解の数字を

出してしまったのです。それからいろいろな

計画の話がきたのですね。「どうやって出した

のですか」とお聞きしたら、「知らん」言われ

ましてね。そんな記憶が大阪万博でありまし

た。 

そのあと、私は大阪花博の際は呼んでもら

えず、その頃は何をしていたかというと、一

応貢献していたんです。ミニ地下鉄がありま

したが、あのミニ地下鉄のラインの色、何色

にしようか、ということをしていました。赤

とか黄とか全部あるので、あそこだけ２本線

入れて、２本の色を組み合わせでいこう、と

いったことをやっていたことを覚えておりま

す。 

その当時に淡路で花博をやるというので、

またこのときも久保先生に呼ばれまして、「中

瀬君、本四公団に文句つけるんだ」とおっし

ゃって、何をおっしゃられたかと言いますと、

本四公団の橋を渡ったところ、ちょっと掘り

込み型になっていると思いますが、右側が全

然緑化回復していない場所に「デッキを張る

ように、君、言うんだ」と。サービスエリア

までデッキをつける構想を提案するように言

われ、本四公団に言いに行き、えらいばかに

されたことを覚えています。私の学生時代、

大阪府立大学時代は、そんな先生が言われる

とおり言いに行って、だいぶ怒られたりした

ことを覚えております。 

本格的に兵庫県の夢舞台との関係で何かを

したのは、もう辞められましたが、兵庫県に

辻井博という企画参事がいらっしゃったので

す。私の大学の部屋へ来て、「中瀬さん、淡路

に来て」と言われたのです。「はい、行きまし

ょう」と行ったら、あの土取り跡地に連れて

行かれて、「これを何とかせんと知事に怒られ

ます」と言われたのです。「何でもいいから言

うて」と。そんな偉い県の人がいらっしゃる

んだなと思っていたのが、私の県とのつき合

いです。その際は何も提案していません。 

ちなみに、淡路島のもっと南のほう、洲本

に太平洋セメントの土取場があるんですが、

そこですごいものが出てきたんです。翼竜の

化石、空を飛んでいた竜です。それのあごの

化石が見つかりました。今、人と自然の博物

館にあります。 

お亡くなりになられましたが、高橋理喜男

先生が大阪花博の際にすごい発言をされまし

たね。「入場者数、そんな議論しなくていい。

そんなたくさんの、何十万、何百万いらん。

少なくてよい質の博覧会を」とおっしゃった

のを、助手時代のこととして覚えています。 

もう一つ、今日、景観園芸学校の話とか植

物園の温室の話が出てきたのですが、これも

私の働いております博物館の前の館長が岩槻

邦男さんという方で、この方がこの景観園芸

学校にも植物園の温室にもすごく関与されて

いたのです。景観園芸学校の最初の構想委員

会に、石原さんも辻本さんも私もいたんです

よ。こんな３人、４人が集まって、絶対構想

がまとまることはないですね。集まったら、

かんかんがくがくの議論をやっていました。 

石原さんが呼んでこられたのでしょうか。

岩槻邦男さんといえば丹波の柏原出身のすご

い植物学者を呼んでこられて、その先生がと

ても上手に景観園芸学校の構想まとめてくれ

たのです。淡路花博のときに、植物館の温室
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に雲南省の植物をもってこようと言ったら、

中国が止まってしまったんです。岩槻さんが

頑張られて、中国の研究所の人に言ったら、

その植物が来たということがありました。岩

槻さんは、淡路花博が終わった後、人と自然

の博物館の館長にまた来られたのです。そん

なにもう滅多に来られないと思っていました

が、私の上司として来られました。結構いい

人で、兵庫県のことが大好きな方です。 

そのあと植物園の温室については、辻本さ

んが先程かっこよくおっしゃっていましたが、

あの基本構想委員会の委員長は私がやってい

たのですよ。それを、「こんなもんあかん」と

言って、それを全部書きかえたのが辻本さん

なのです。私はえらい目に遭いました。「中瀬

さんの構想委員長、あんまり信用できません

ね、貝原さん」とか言われたこともありまし

た。辻本さんと一緒にやると、ときどきえら

い目に遭わせられます。 

今日、貝原前知事の話が出ておりましたが、

この方はすごいですね。景観園芸学校をつく

るときも、「ハーバード、バークレー以上のも

のをつくれ、だから世界一やれ」とおっしゃ

られていました。世界二と言うと怒られるの

です。それは博物館もそうでした。「こんな前

例があります」なんて言うと怒られました。

前例とか横並びの話をしたら、とても怒る人

だったという記憶があります。そういう意味

では、今日の淡路花博の話なんかも、前例の

ない兵庫発のことをするようにということで、

今日のような話になってきたのかなと思いま

す。 

話が長くなっておりますが、最後に一言。

貝原さんがＨＡＴ神戸で研究所、「ひょうご震

災記念21世紀研究機構」をつくられました。

そのときに、私もメンバーとして入れてもら

ったのですが、そのとき言われたことに感動

しました。東京にあるシンクタンクは銀行系

とか政党系の色つきなので、平等な意味での

シンクタンクが日本にはない、と言われたの

です。私はそういうどこの色もついていない、

どこにも属していない、そういうシンクタン

クをこの兵庫神戸の地からやりたいというこ

とを言われたので、「すごいなあ」と思い、当

面それでお手伝いさせてもらったのです。そ

ういう方がいらっしゃったので、この淡路花

博でも結構リーダーシップをとってこられた

のかな、という気がしていました。 

勝手なことばっかり言いました。質問して

ください。 

 
 

質疑応答 
 
 

（上甫木支部長） 

ちょっと皮切りに質問したいと思うのです

が。今日、お話をまとめて聞かせていただい

て、非常によかったと思います。2000年のと

きに、コミュニケーションというキーワード

の中で、皆さんに共通していたのが、そのと

きの人づくりとか、これからの人づくりをど

うするかといったようなことだったかと思い

ます。ただ、なかなか公園だけでは儲けられ

ないから、地域活性化をどのようにしないと

いけないか、というようなことがあったかと

思います。 

一方で、近藤先生が言われたように、風景

づくりみたいなものが基盤にあるということ

で、そのあたりを踏まえて、これからの話と

して、いろんな領域と連携しながら、そうい

うことを進めていかないといけないのではな



 

39 

いかと。人づくりであるとか、地域活性化と

か、公園の領域だけでなかなかできるもので

もなさそうな気がします。そういうことにつ

いて少し、皆さんのご意見をお聞きしたいな

と思います。 

（中瀬） 

ありがとうございます。 

（美濃） 

景観園芸学校の美濃です。人材養成につい

て、うちの学校でやっているのですけれども、

国営公園や夢舞台となかなか連携してできて

いないのです。連携のあり方や具体的な方向

性みたいなことについて、アイデアありまし

たらお聞かせいただきたいなと思っておりま

す。 

（中瀬） 

もう辻本さん、「得たり」という顔をしてら

っしゃいますが、続いて質問の方お願いしま

す。 

（中橋） 

鳥取から参りました中橋と申します。今日

は貴重なお話、どうもありがとうございまし

た。今回のシンポジウムは、実は造園学会と

ランドスケープコンサル協会の50周年記念

事業の最後、３回目の催し物でございます。 

話を聞いておりましたら、やはり大阪万博

から大阪花博、そして淡路花博に流れが変化

してきた中で、ランドスケープアーキテクト

が果たした役割みたいなことを、多分、石原

先生のほうからちょっとお話をお聞きしたい

と思います。 

そして、淡路花博において会場計画をラン

ドスケープコンサルタント協会が大阪花博に

続きまして、各事務所が全体的にチームを組

んでやらせていただきました。そういったと

きの、初めてこういう会場計画をやらせてい

ただいたときのメリットとか、やっぱりどう

も造園家では手に負えないこととか、そのよ

うな辛口の評価を橘先生からいただけたら幸

いかと思います。どうぞよろしくお願いしま

す。 

（中瀬） 

ありがとうございます。他に、女性の方で

ご質問はありませんか。 

（糸谷） 

糸谷と申します。女性ではありませんが。

タイトルが花博開催に学ぶこととなっており

ますので、今までの万博や鶴見の大阪花博と

いうのは国主催で、それなりに意義が整理さ

れてきたと思うのですが、Ａ2でありＢ１と

いった新しいタイプのこの博覧会については、

やはり地域との関係というか、兵庫県にとっ

て、また淡路島にとって、どういう意味があ

ったかということについては非常に総括され

るべきことだと思います。そういったところ

で、少し問題提起もありましたが、これから

の地域振興や造園花卉産業という意味合いな

のか、もう少し広い意味で淡路にとってどう

いう意味を発揮させるべきか、というような

ことについて少しご意見がいただければと思

いました。以上です。 

（中瀬） 

ありがとうございます。ほかにございませ

 
質疑応答の様子 
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んか。 

（田中） 

近藤先生が最後に、将来の課題の中で、ボ

ランティアとかコミュニティの活躍というこ

とが大事だとおっしゃって、そのあとで辻本

さんが、ボランティアがあんまりうまいこと

いってないのではと、途中までお話しいただ

いたのですが、そのあたりの意義といいます

か、辻本さんからも問題解決について、どう

いうふうにしたらいいかということについて、

少しコメントいただきたいなと思っておりま

す。よろしくお願いします。 

（中瀬） 

男性ばかりなので、女性の方、どなたかい

らっしゃいませんか。 

（大久保） 

淡路景観園芸学校を卒業した大久保と申し

ます。淡路花博についてですけれども、私も

記憶にはないくらい、若い人にとっては遠い

昔のことなのです。そのため、そういうすば

らしい花博があったことをどのように継承し

ていくのかというアイデアと、今後、そうい

った花博がある場合、学生ですとか若い世代

がどうかかわっていけるのかというアイデア

とヒントなどいただけたらなと思います。 

また、学生の皆さんが今日はたくさんいら

していますので、景観園芸学校は本当にいい

ところですので、ぜひパンフレットを持って

帰って、入学検討してみてください。 

（中瀬） 

大久保さん、その質問をされるのであれば、

若い世代のかかわり合いについて、自分なら

どうしたいと、そういう提案をしてみてはど

うですか。 

（大久保） 

今後、花博とかある場合ということですか

ね。私は景観園芸学校で、淡路のいろんな地

域の方々と、ここにいらっしゃる林先生の授

業などでかかわることがたくさんありまして、

今でも地元の方の家に遊びに行ったり、農作

業を手伝ったりすることが多いんです。そう

いったつながりを使って、住民参加という話

もありましたけれども、一般の方々と一緒に

地域を盛り上げるような参加ができたらなと

思います。 

地元からの活動を、「ここにはこういういい

ものがありますよ」ということを、ブース等

で体験学習してみるとか、そういったことが

できるのではないかな、と思います。 

（中瀬） 

さすがアメリカ行くだけあって、ちゃんと

よう答えられて、ご苦労さまでした。 

（参加者Ａ） 

花博について全然知らないという年代では

ありませんので、過去のことについてずっと

知っておりますけれども、私は旧の洲本市、

五色町と合併する前の洲本市で生まれて洲本

市で育った人間でございます。旧の洲本市と

いいますのは、先ほど石原先生も、淡路には

たくさん県の施設があるとおっしゃっており

ましたけれども、洲本市内にはほんとに少な

いのです。花博の度に、洲本市民としては何

か指をくわえるような感じで見ておりまして、 
参加者からの質問の様子 
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今回の「花みどりフェア」にしましても、洲

本市は非常に規模の小さいイベントしか企画

できないんですね。城下町のこの洲本市とし

て、今後、花と一緒に盛り上げていけるよう

なまちづくりのヒントみたいなのをいただけ

たらと思います。 

私たち旧の洲本市を憂いている年代の人間

が集まったときにいつも出るのが、洲本は何

やってもあかんなみたいな愚痴しか出ないの

ですが、何か生き残っていける方法があるん

じゃないかなと、その点をご指導いただけた

らありがたいなと思います。よろしくお願い

します。 

（中瀬） 

ありがとうございます。最後女性のトリで

林先生お願いします。 

（林） 

淡路のいろんなところで、学生さんたちと

一緒にかかわらせていただいているんですが、

先ほど石原さんが言われた、人口がずっと減

少していくのが止められない。なぜかという

と、やはり雇用の問題が大きいと思うのです。

ただ、90年の大阪花博のときに、ガーデニン

グを外に見せるということが、日本人にすご

く大きなインパクトを与えて、ライフスタイ

ルを変えるというか、そのインパクトはすご

く多かったと思うし、もちろんそれは「ジャ

パンフローラ2000」でも大きなインパクトが

あったと思うのです。だから、雇用ももちろ

んあるのですけれども、ライフスタイルだと

か、地域アイデンティティとか、観光とか、

これらの課題の中で、これからいろんなフェ

アをやっていくときに、そういう宿題を必ず

もつような、そういうテーマ性があればいい

んじゃないかなと思いますが、いかがでしょ

うか。 

（中瀬） 

これくらいで、もうストーリーできました

か、各パネリストの皆さん。 

あと、先日の花博の事務局長は、予算の配

分から全部担当されておられましたが、何で

淡路は小規模なのかと、ちょっと追求しよう

と思たんですけど、いらっしゃいませんね。 

では、上甫木先生から順番に、これをまと

めたら今日の結論になりそうな質問や示唆を

いただきましたので、どなたからでも結構で

ございますので、パネリストの皆さん、よろ

しくおねがいします。 

（石原） 

質問が多すぎたので忘れましたが（笑）、林

先生が最後に、「テーマを決めて」と言われた

のはまさにそのとおりと思います。ベンチマ

ークというか、マイルストーンというか、５

年に一回やる限りは、その５年毎に、何をこ

 
参加者からの質問の様子 

 
参加者からの質問の様子 
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のフェアで実現するのか、その目標設定が少

し曖昧だったかなというのが気になりました。 

私も中瀬先生も今回のフェアに構想段階か

ら委員として入っていますので、あまり評論

家的なことは言えませんが、やはり博覧会や

フェアというのは、日常的な行政施策ではで

きないことを思い切ってできる、いわば、「社

会実験」の場として最大の機会と思います。

テーマを決めて、そのテーマを実証するため

失敗してもいいから思い切ってチャレンジす

るという姿勢が、全般的に少ないと感じてい

ます。技術革新や制度設計を、一種の「特区」

のように博覧会場を位置付けて、思い切った

提案をしていくみたいなね。それが将来の

我々のライフスタイルにどういう好影響をも

たらすかというモニタリングもしていく。造

園も含めて、その踏み込み方が少ないなとい

う感じがします。 

それから、中橋先生がおっしゃったランド

スケープアーキテクトの役割が重要ですね。

実は、私、大阪国際花博協会に１年弱勤務し

ましたが、その間、初期の会場計画案づくり

の調整を造園コンサルタント協会などとやっ

ていました。建設課長という立場ですが、協

会内の職員が初期の頃少なかったものですか

ら、会場計画案づくりとそれに伴う会場建設

費総額のシミュレーション作業ばかりやって

いました。また、鶴見緑地に鶴見大池という

池があるのですが、それの大改修の発注業務

を行ったり、博覧会全体を担当する広告代理

店の業者選定など、わずか１年弱の間に結構

重要な業務をやりました。 

その後の状況はよくわからないのですが、

外部から見る限りは、大阪花博の場合、国際

園芸博覧会ということもあり、全体の会場の

レイアウトとか、ランドスケープという修景

計画はランドスケープアーキテクトがきっち

りプランニングやマネジメントしているので

すが、パビリオンなど建築物や工作物、さら

に、その周辺区域も含めて重要な構成要素に

なるので、その担当である高名な建築家との

調整が一番難しいのです。そういう博覧会の

経験を通じて考えると、アメリカのようなラ

ンドスケープアーキテクトが、単体のパビリ

オンや工作物なども総括してしまうような能

力、立場、権能が必要と考えます。そういう

意味では造園系の教育の中でデザイン力（デ

ザインというのは、小さな意味の、絵を描く

というデザインじゃなくて、制度設計も含め

たデザイン力）の能力向上をもっと重視して

高めていくべきであると思いました。 

また、淡路景観園芸学校を計画するとき、

中瀬先生とも議論をしたのですが、最近の造

園家は、植物のことをあまり知らない。とも

かく造園が建築、土木と明らかに異なり、あ

る意味で優位性の部分だと思います。国民や

他分野から見れば、植物のことや植物を含め

たデザインのことはプロであると認識されて

います。植物教育とデザイン教育、この二つ

の教育が重要であると認識が一致しました。 

もう一つ、今後のことに関係するかもわか

りませんが、園芸学校を計画した時博覧会を

担当した時もそうですが、造園と園芸という

カテゴリーをどうとらえるかということに意

識がいきましたね。造園と園芸は、大学でも

同じ農学部にありながら別体系の教育カリキ

ュラムで、授業も教員も交流が極めて少ない

です。私たちは、淡路景観園芸学校において

造園と園芸というのをインテグレートして、

新しい分野である「景観園芸」というのを掲

げたのですが、現実問題として、果たして現

在インテグレートされているのかどうかも疑
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問です。他大学、例えば千葉大学なんかを見

ても、私の独断と偏見かも知りませんが園芸

学部のなかで造園と園芸の全く異なる教育プ

ロセスのようで、教員間の教育研究における

交流も少ないようです。しかし、生活者から

見たら、造園も園芸も区別が分らない、一緒

なのです。旧くて新しい問題ですが、今後の

課題じゃないかなと思います。 

それからご質問のあった洲本会場の件です

が、実は私、当初、2015花みどりフェアをや

る時に、知事さんに「今回のフェア会場のメ

インは洲本がいいのではないかと思います」

と要請したことがあります。「もう夢舞台地区

のメイン会場はいいじゃないですか」と。辻

本さんには悪いけど、いつも夢舞台地区で花

みどりフェアのイベントをやるのではなく、

地域活性化というフェアの目的もあるから、

今回は、洲本を中心にということです。知事

さんは「おもしろいね」とは言われたのです

が、最終的には、５年目と同じ夢舞台地区に

なってしまいました 

今回、洲本会場をサブ会場として位置づけ

て、まち歩きとかいろいろ参加型のイベント

を計画したのです。ある意味で意義深いと思

っています。今後、今回実施したイベントを

どう定着し、さらに拡大していくかというこ

とは、洲本市市民の課題だと思っています。

淡路島内の自治体には兵庫県が企画を立てて、

県のプロジェクトに乗るのではなく、それを

地元のパワーに変えていくぐらいのしたたか

さと、演出力というかな、企画力が欲しいん

です。 

先ほどのスライドで説明しましたが、淡路

島は、常に県の主導でイベント実施が行われ

てきました。つまり、自治体の創意工夫では

なく県主導のイベントであるかぎり、与える

ことと与えられる関係が顕著になってしまっ

て、究極、私はこれが人口減につながってい

くことになると心配しています。やはり、淡

路地域の自治体は、苦しくとも現在よりさら

に、自立していく必要があると思います。歴

史を振りかえり、今回のフェアを通して、そ

のような印象を持っています。 

（中瀬） 

少しだけよろしいですか。そうなのです、

洲本についてですが、最初は夢舞台だけだっ

たのです。事務局長らと議論して、洲本市と

南あわじ市を参加市にしてもらいました。そ

れでも足らないというので、各集落までやっ

てもらうということには事務局は大分反抗さ

れましたが、無理やり押しつけました。これ

は最後のトリで言おうと思っていたんですけ

ど、そういう意味ではけっこう回を重ねるご

とに、会場が一極集中から島全体に広がって

いったという進化を遂げたのではなかろうか

というような話が言えるかと思います。 

もう一つは、兵庫県は県庁が面倒を見すぎ

るんですよ。手取り足取り。どことは言いま

せんが、ほったらかしにしたところは、市町

が自らものすごく頑張るところが出てくるじ

ゃないですか。ところが兵庫県は面倒ばっか

り見るから、みんな平均レベルで、市町が共

通テストの学生みたいですね。 

（辻本） 

言いたいことがいっぱいあるのですけど。 

（中瀬） 

質問に答えてほしいです。 

（辻本） 

あっ、質問に答えるのね。 

花のことではないとか、いろんなものから

考えないといけないとか言われますが、私た

ち日本人というのは、もともとどういう文化
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をつくってきたかと考えると、季節ごとに花

を愛でて、お酒を飲んで、きれいな着物を着

て、ということは、自然との共生で生きてき

たことで経済効果も起こしてきているのです

ね。 

私は最近、大阪府立大学の経済学部に講義

に行っているのです。そこで何を言っている

のかというと、経済の人たちが、基本的にそ

のことをわかっていないということが問題な

のです。だから、今日本が売れるのは、花文

化というか、共生の文化についてなんですけ

ど、私たちが失くしてしまいつつあるものを、

海外の人たちが魅力だと思って、ＴＲＩＡＤ

という形で、海外からお金出してまで研修制

度をやろうと言いにきてくれていると思うん

です。 

淡路ですごくおもしろいのは、「今回は花や

ねんて」、「次は食べ物やねんて」、「今度は環

境で」と、島民が言われることに、「それは全

部一緒やで」ということなのですが、「一緒や

で」ということを説明する人もいないんです。

「花違います、食べ物です」と、事務局長も

そんな感じでした（笑）。だから、私から見た

ら「日本の文化って何やのん」ということを

みんながわかってないことが一番の問題だと

思います。今の日本が問題なのは、それが「売

れるもんや」ということがわかっていないと

いうことです。クールジャパンとか、インバ

ウンドするなら、そこが一番大切なとこです

よ。 

淡路島のことも、福良のまちづくりにも行

っているのですけど、福良でガーデンルネッ

サンスということを一つやりながら、一つ一

つのまちがまちの人で輝いていく、１個ずつ

のまちに個性がある、それをつくっていくこ

とが大切なんじゃないかなと思っています。

だから、まちづくりというところの中で花を

飾りながら食もやる必要があります。 

実は、「花のお助け隊ツーリズム」というも

のを起こそうと思っているのです。それは何

かといったら、淡路の人に「花きれいにして」

と言ったら、一人は上手な方ですが、あまり

上手ではないのです。それなので、全国でお

花をつくるのが上手な人にわざと来てもらっ

て、一緒にやりながら批判されたりほめられ

たりして、その方々はその人たちのまちの特

色の飾り方を見ていますが、淡路の特色の飾

り方を見たら、おもしろいなと思われます。

そこで、福良なので楓そうめんが出てきて、

楓さんがそうめんで開発したメニューがある

わけです。楓さんというのは、楓そうめんと

いうとても美味しい淡路のおそうめんがある

んですが、そこの奥さんのことです。非常に

ユニークな人で、淡路の名物人間ですが、彼

女がいろんなメニューをつくってくれるんで

す。今回も福良に来はった人の人数はすごか

ったと思いますよ。彼女自身が呼んだのもそ

うだし、私も３グループ呼んでいますから。

そういう意味では、そういう特色のあるとこ

ろとして「福良見にいこか」ということにな

ったら、そんなにきれいではなくでも、管理

が悪いからあれですけど、そういうのがだん

だんちょっとずつ増えていけば、それは一つ

のツーリズムを起こしてくると思います。 

先程のお助け隊というのは、少し話を戻す

と、淡路の花博の時に、私が春日井の緑化植

物園のボランティアを育成していたのですが、

造園屋さんではどうにもできないというので、

私はボランティアさんを連れてきたのです。

ボランティアさんが飾るのを手伝ったわけで

す。彼女たちにとっては、自分たちが生んだ

のをお手伝いしたという気持ちが今でもあっ
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て、１年に２回は必ず来るし、奇跡の星の植

物館のハンギングバスケットのコンテストに

は彼女たち絶対出るのです。 

浜松の花博の時にも、松崎町に行きました。

松崎町のまちづくりをしたのですが、彼女た

ちは松崎町のことを今も思っていて… 

（中瀬） 

辻本さん、そろそろ質問に答えないと。 

（辻本） 

だから、ツーリズムですよ。花のお助け隊

ツーリズムというような、ボランティアにも

そういう形のものがある。そこの人だけのボ

ランティアではなくてテーマを決めて、テー

マを決めたことのボランティアがあれば、自

分たちよりよくできる人に来てもらう、そん

なツーリズムもあるということです。 

まちづくりの話は、まちにそれぞれの個性

をやれば、それぞれの生き生きしたものを見

にツーリズムが起こってくる。だから、私は

毎年秋にアルチザン・ツーリズムというのを

やって、淡路全体にバスを走らせているので

す。ほとんどの人は淡路全体を回ったことが

ないと思います。それで新しいところや若い

子がやっているところに連れていくことによ

って、地域のことを知ってもらえる機会がで

きてくるということです。そういうことがで

きるのではないかと思います。 

でも、根本についていろんな人が間違えて

いると思うことは、花文化や共生の文化とい

うことをちゃんととらえていないことです。

それも、造園分野やそれに関係する方々もと

らえられていないということが問題で、いく

らでもあると思うのです。 

（中瀬） 

景観園芸学校との連携についてはどうです

か。 

（辻本） 

景観園芸学校との連携は、やっとＴＲＩＡ

Ｄができて、いろんな意味でできると思うの

ですけど、景観園芸学校と連携していこうと

する時に一番の問題になるのは、植物館のと

ころに研修に来ていただくレベルだったらい

いのですが、それ以上のものにしようと思う

時に、指定管理という制度の中で変えられて

しまいましたよね。指定管理という制度の中

でやっていこうという時に、県からのお金で

運営していますし、かなり低い費用しかあり

ません。儲けなあかん時に、みんなとやって

いく時に、私は貝原さんに、「ナイアガラは、

その子たちにお金は払っているけど、けっこ

う優秀な子を安く使える」と言ったら、そこ

にピピッと来られたような気がするのです。

だけど、景観園芸学校から送られてくるのが

そうではないということと、もうひとつは、

授業をするには結構なエネルギーがいるんで

す。だから今も海外の学生が来ていても、エ

ネルギーを使うということに対する民間の立

場、株式会社としての立場から言うと、その

ことの保証はされていません。だから、そう

いうことの組織のあり方を整理しないといけ

ないと思います。 

（中瀬） 

とりあえずそれぐらいにしておいてくださ

い。辻本さんが最初に言いたかったのは文化

についてですね。日本の花文化はすばらしい。

それをもっと大事にして発信してほしいと。 

（辻本） 

というより、全部やっていることは花文化

に関わるのに、そのことをバラバラに言って

いるから、誰も何もわかっていない。根本の

ところを教えなければいけないと思います。 

（中瀬） 
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辻本さん、共生って英語でどのように言い

ますか。田中さん、共生は英語ではなんと言

いますか。 

（田中） 

Symbiosis でしょうか。 

（中瀬） 

それは生態学者の言う共生でしょう。適切

な 英 語 が な い ん で す よ 。 harmoniful co-

existence between man and natureと言わん

と、僕らが持っている共生という概念を英語

で言えないのです。だから、環境省が必死に

なって苦労していたでしょう。名古屋のＣＯ

Ｐ１０の時に。あの人らに共生をどのように

英語で言うのだと言っておりました。日本人

はそれを持っているではないか、ということ

を辻本さんは言いたかったのだと思います。 

（辻本） 

というより、やっていることがみんなそれ

なのに、言い方を違うようにしているという

ことは、やっている人間がわかっていない。

それが問題だと思います。 

（中瀬） 

わかりました。では、橘さんお願いします。 

（橘） 

中橋さんが淡路花博の時に「コンサル協の

ほうで各社でやりました」とおっしゃったん

ですけど、最初は私、計画に関わっていまし

たが、震災の影響でまた県のほうに戻りまし

たので、実務のところはやっていないのです

けども、大阪花博ではコンサル協がかなりウ

エイトを置いてやったかなと思います。淡路

の場合、半分は国営公園で既にできあがって

いて、半分は仮設ということで、どちらかと

いうとそういう仮設部分をコンサルの皆さん

にということで、部分的もしくは個別に発注

されたのかなという気はするんです。 

何を言いたいかというと、そういう意味で、

本来の園芸造園博に関わる園芸造園の専門の

コンサルや施工の分野の人たちにとって、淡

路花博ってあまりおいしい話ではなかったの

かなという気はします。半分は国営公園で進

んでいた。ある程度ランドスケープとかがで

きあがっていたというところもあるでしょう

し、もともとやはり兵庫県主導というところ

がかなりありまして、コンサルというか、ラ

ンドスケープデザイナーにこだわるというよ

りも、兵庫県の行政のほうが主導的に会場作

りから全部やるというのが、本質かどうかわ

かりませんが、強い意向があった。 

それは、それ以前にも地方博をやってきた

実績、それから先ほどから出ていましたが、

10周年や15周年を見ても、淡路花博2010花

みどりフェア、淡路花博2015花みどりフェア

と言えば言うほど「花博から離れているね」

という印象が実は私にはありまして、なんと

なく「地方博」的な部分が強くなってきてい

ると感じます。そういう意味で園芸造園産業

の振興に資するというのをあげればあげるほ

ど、実はこの淡路花博もそうですが、確かに

花卉の類の生産供給はすごく一生懸命頑張っ

てやったわけで、日本全国そうですが、全体

で見て2000年以降花卉生産の生産量は減っ

ているわけですね。輸入がどんどん増えてい

るという状況があって、10周年の花みどりフ

ェアもそうだったのですが、「もっと兵庫県の

花卉関係が頑張らないと」「淡路の花卉産業、

生産の人が頑張らないと」と言えば言うほど、

みんなシラーッとしているということで、「い

や、それは県からちゃんと発注してもらわな

いと」と、先ほど受け身だというのが出てい

ましたが、まさに生産する側もそういう感じ

ですね。 
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ということで、造園業界にとっても施工業

界にとっても、プラスになっているとは言い

難いかなという感じがありますというのが、

答えになっているかどうかわからないんです

けど、そういうところがちょっと感じられる

というのがあったので、最後に私が園芸博の

今後のあり方で、「本来の本当の国際園芸博は」

と言った、その部分での関わりがもうちょっ

とある必要があるのかな。 

Ａ２、Ｂ１の話が出ましたが、Ａ１って10

年に同一国で１回、フロリアードもＩＧＡも、

その当時ですよ、聞いたのは、それが終われ

ば、その次の年から10年後のやつが始まって

いる。そのプランニング、デザイナーを大体

決めて、一つの考え方のもとで会場計画なり

というのが決まる。運営とかそういう部分は、

その間対応にいろいろ議論はするんでしょう

けど、そういう意味での会場のデザイン性で

すね。そういうのは統一感があって、きちん

としているなという感じがありました。Ａ１

でしたら確かに10年かかるのでそういう準

備期間で、Ａ２Ｂ１になると４～５年ででき

てしまうわけですよ。そういうことで国際博

ができる。だから、その良し悪しはあるので

すけど、そういう準備期間の違いみたいなも

のは、デザイン性のところでも出てくるのか

なという感じはいたします。 

それから、これからのあり方みたいなとこ

ろで、ちょっと質問とは違うかもしれないの

ですが、今、国営明石海峡公園を管理運営さ

せてもらっている立場で、今回の花みどりフ

ェアに兵庫県園芸・公園協会として出展させ

ていただきました。兵庫県園芸・公園協会の

本部にも理解していただいて、それから企業

協賛ですね。松井金網工業さんのように、「こ

ういう分野は全然初めてだけど、やってみた

い」という形で協賛していただいて、一緒に

なって新しいデザインなり出展展示を国営公

園の中で園芸・公園協会としてやらせていた

だいた。そういう試みをやったのですが、国

営公園自体が15年経ってすごく樹木が成長

していて、施設の老朽化とは別に、完全に緑

は増えている。逆に手を入れなきゃいけない。

そういう中で一緒になっての出展とあわせて

手を入れた区域をやってみて、これはやはり

もっともっと手を入れなきゃ、公園としても

駄目だというのを強く感じました。 

ですから、次に何かやる時に、ダイナミッ

クに緑の手入れみたいなものをやった会場作

りということで、次の世代に見せていくとい

うか、さらに後世に残していくものをつくる

という実験場ということが言えるのかなと思

います。 

先ほど石原さんが斜面地緑化のあとのモニ

タリングの話もされましたし、プロムナード

ガーデンなり百段園、辻本さんのところでい

ろいろ手を入れられている。まわりにもいろ

いろ浸食してきているという状況はあるんで

すけど、例えばそういうのをひっくるめて、

次の段階の夢舞台とか国営公園を提示する花

博というのはあるのかなと、ちょっと感じて

いるところです。 

（中瀬） 

あと一つ、糸谷さんがおっしゃっていた地

域との関係についてはどうでしょうか。 

（橘） 

淡路島国際公園都市として感じているとこ

ろは、結果的に、「貝原さん、やっぱり見通し

てたな」と。実は国営公園の隣は民間開発市

区域といっていたのですが、さっき出しまし

たけど、結局、淡路市が主導的に、サステイ

ナブルシティということで、まちづくりをや
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っているわけです。今は企業誘致と病院と来

ているのですが、住宅が張りついてこれから

住まいができるなと、今そういう状況がまさ

にできつつある。これからできるんじゃない

か。 

ですから、まちづくりの意味でも、夢舞台

なり国営公園というのはもっともっと意味が

大きくなるのではと思っています。今は人に

来てもらうというか、集客の面で言っている

というか、それが目標の一つになっているの

ですが、そういうことではなくて、そういう

地域づくりです。夢舞台、それから国営公園、

北淡路はやはり大阪湾ベイエリアなり関西を

見て、石原さんが飛行場では徳島もとおっし

ゃっていて一瞬思ったのですが、今の関西広

域連合では、加わることにちょっと躊躇して

いる奈良県以外は、徳島県も鳥取県も入って

います。そういう意味で淡路夢舞台、国営明

石海峡公園というのは、核の一つになり得る。

それは淡路全体の核になるかもしれませんし、

淡路全体を引っ張っていく、そういう場所に

なるかなとちょっと思っています。 

（中瀬） 

橘さんは、公園の地域に及ぼす何とかとい

う画期的なテーマの博士論文を書いておられ

ます。中身は知りませんが。ありがとうござ

います。 

今のお話の最後にちょっとだけ付け加えま

すと、テーマを決めていくということで林ま

ゆみ先生が言われた、アイデンティティとか、

観光とかまちづくり、地域づくりに博覧会は

関わっていくべきというふうに、橘さんは言

われたんですね。ありがとうございます。 

そろそろ一回目のトリで、近藤先生何かお

話いただけますか。 

（近藤） 

非常にたくさんのご質問が整理しきれない

ような形で出ていますので、つまみ食いさせ

ていただこうと思うのですが、洲本のお話と

の関連でも、私なりに考えておりますし、ご

発言もあったことなのですが、「市民自らが自

覚して」ということの重要性ですよね。 

実はこれは兵庫県全体に言えることだと思

うのですが、県が何から何までやりすぎてい

るということ。これは伊藤博文以来の伝統で

しょうね（笑）。 

ご存じのように伊藤博文の時に兵庫県が、

実は東京に向かって西国が反乱を起こしたと

きのバリアだと、山陰道から山陽道までぶち

抜いた県をつくったのですね。南海道のほう

にも淡路を入れておく。その初代知事が伊藤

博文でありました。 

これがそもそもでありまして、となります

と、やはり兵庫県のことはそれなりに中央政

府もバックアップをしないことには、明治の

早々は中央政府も存立が危ない。 

それだけにお金をかけないといけない、県

の補助をいわば総花的に出しすぎていないで

しょうか。ということになりますと、「県から

出すんやから、こっちが別に頭を絞らんでも

ええわ」となりますし、今度は自分で考えた

ことを「これが果たして県の予算におさまる

のやろか。おさまらなんだら金がもらえへん」

というふうな意識になってしまい、それがま

た自立性を損なっているのではないでしょう

か。 

それはそうとして、やはり県政レベルでも

良いことを言ったところには、それなりのバ

ックアップを考えるという姿勢があってこそ、

本当の県民の向上になるのではないかという

ことを、お話を伺いながら考えておりました。 

まだたくさんの質問の中のほんの一部も答
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えていないと思いますが。 

それから橘さんとの関連で、花と生産の問

題、園芸の問題が出ておりました。先ほど私

も触れたか触れなかったのか忘れましたけど、

実は生産するだけで園芸の勝負をつけようと

いうのは間違いだと思うのです。 

「こんなところでこんなすばらしいものが

できていますよ」ということをちゃんと見に

来させて、「なるほど」ということで、向こう

から買いにきてくれる。それであって初めて

産業は伸びるんですよね。それが出来ていな

いのではないかなと、私なりに思っておりま

す。 

先程、中国の方がずいぶん沖縄に来ている

という話をしましたけれども、これは当時の、

建設省の公園担当課長が京大出の山田君とい

う男だったと記憶しますが、海洋博の当時、

彼に「なんであんなところにあんなもんつく

ったのや」と言ってやったものです。それが

今日になると、彼はまさに、結果的ではある

と思いますが、目玉をうまいこと作ったので

すね。 

香港、台湾から、こんなにたくさんドルを

懐に詰め込んで沖縄で爆買いをしてくれるな

んてことは、先ほどの久保さんの予想が当た

った、という話がありましたけれども、誰も

予想できなくて、無論、彼も予想していなか

ったと思いますが、今日から見ればよい線を

いっていたんだな、という気がします。 

ということで、せっかく花博をやって、ツ

ーリストをこれだけ淡路島に集めたわけです。

そのときになぜ、「淡路ならでは」というもの

をもっとやって、印象に残る、長い息の続く

ＰＲをやっていなかったのか。夜の花博を演

出する、サイトのランドスケープを考える、

海の活用を図る、このあたりが課題だったろ

うと思います。 

ということは、2020年に何かを考えるので

あれば、そのようなものの見方もあるという

ことですよね。これは私なりの、はっきり言

えば遺言みたいなもので、2020年には多分、

私はもうこの世の人でないと思いますから。 

その時にはやはり若い世代が頑張ってくれ

ないといけない。今日の主催は造園学会です

から、いかにしたら若い世代がこういうとこ

ろにも目をつけて頑張れるようになるか。 

夢を与えるようなことに学会が頑張らない

といけないということで、2020年に、ここを

舞台にしたら、いったい何がやれるのかとい

うことを、例えば造園学会の関西支部と兵庫

県などが手を取り合って企画をして、アイデ

アの公募をやったらいいと思うんです。 

先程、お話をした明石海峡公園群で言えば、

構想、調査、計画、建設、そして運営ボラン

ティア参加から国際的なツーリズムまで、テ

ーマの20や30は考えられます。 

そうなってきますと、お金がいると思いま

すけれども、安藤忠雄さんの言った 2,500億

円の 100万分の１でかなりのことができる

のではないでしょうか（笑）。 

安藤忠雄はえらい建築家だと思いますけど

ね。あれだけのもの、いったい何ぼかかると

いうのは考えていて当たり前です。それが、

「形だけで採りました。お金のことは知りま

せん」と公言したのですから。 

このサイトにできるプロジェクトのイメー

ジを100万円予算で若い人に考えさせること

なら、関西支部で何か考えられると思います。

それを、2020年をターゲットにやる。これを

今日の宿題、支部長への進言とします。学会

のしかるべき諸君と語らいあいまして、その

頃になりますと、今の学生諸君が社会人です



 

50 

から、造園出身の学生が汎く受け入れられる、

そのニーズをつくれるプロジェクトの種をち

ゃんとつくってください。 

それは学会の責任であり、各大学から見え

ている先生方の責任でもあります。 

米寿が近いＯＢですから非常に無責任に言

っておりますが､ このことについても、今日

の課題としていかがでしょうか、ということ

で、中瀬さん、あとをよろしくお願いします。 

（中瀬） 

すべてよかったですが、最後はとびきりよ

かったですね。今の現役の教員の人々は、学

生がこれからどこでどう活躍するのか、これ

をイメージした教育、研究をしないと、従来

通りやっていて従来通りのコンサルに突っ込

めばいいじゃないかということではいけない

わけですね。新しいところを開拓すべき学生

さんをどう教育するのか、先生方に託された

というのを近藤先生はおっしゃっておられま

す。本当にそのとおりですね。今日の結論の

１個に必ずそれを入れましょう。 

（辻本） 

いろんな話はしたはずですけど、花文化の

ことしか言われていないのですが、北淡路植

物園構想ということを書いています。いろん

な洲本の問題もあるかもわからないのですが、

淡路のすばらしさは、特に南のほうには断層

もいろいろあって、地震も起こってくるけど、

淡路の場合は持っている自然によって豊かな

ものや食べるもの、いろんなものをつくって

いっています。北淡路のほうにいっぱい公園

があるのが、一つのネットワークをしていか

なきゃいけないんじゃないかなと思います。 

もう一つ、位置づけのところで、瀬戸内海

の入り口にあるのに、海というものを語って

いないような気がするので、淡路島をトータ

ルで語るのを入り口でやらなきゃいけないん

じゃないかなというふうに思っています。入

り口に瀬戸内海の入り口としての地域ミュー

ジアムをつくってはどうでしょうか。今まで

は海のことをやっていませんが、海にも関わ

りながら、全体の話でやっていかなきゃいけ

ないんじゃないでしょうか。先ほど言った一

つ一つのまちづくりみたいなものを重ねてい

って、「淡路ガーデンルネッサンス」と私は名

付けているのですが、そういうものでインバ

ウンドになるぐらいまで、これは日本のプロ

トタイプになるというぐらいまでやるという

形でやっていかなきゃいけないということと。

また、私たち園芸分野からすると、その花文

化というものを、アウトバウンドというか、

ＴＲＩＡＤなどをきっかけに海外に伝えて、

その海外の人たちが来ることや彼らに売って

いくということもしていかなければいけない

と思います。 

そのようなまちづくりをしていこうとした

り、いろんな分野をやっていこうと思ったら、

丹波にいた時であれば、「人と自然の博物館」

が「丹波の森研究所」とかをつくられていま

したよね。淡路の場合は、そういうコンサル

が入ったり、企業が入ったりする研究機関と

いうものがないのです。 

（中瀬） 

景観園芸学校があるのでは。 

（辻本） 

今の景観園芸学校では、私はちょっともの

足らないと思っています。もう少し大きなも

のに。先生たちは生徒を教えるのに忙しいで

しょうから、そういう意味では、私、「つくっ

てください」と言った人間なので、先生たち

には失礼ですけど、必ずしも満足はしており

ません。それなので、やっぱりそういう施設
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が必要ではないかと考えています。 

それから丹波の場合は、お金のことをあま

り考えなくてもいいんですけど、淡路の場合

は、続けていくため、産業を起こしていくた

めに、どうお金にしていくかということが必

要です。そのために企業の入り方をどうして

いくかという整理をしなきゃいけないとか、

すごく難しいことです。これからの公園や緑

の分野の人が、そのマネジメントを考えなけ

ればいけない時代に来ているので、それを先

導するような施設や研究機関というかシンク

タンクというか、そういうものの存在は必要

だなと思います。 

洲本のことを言われていたのですが、洲本

は洲本で古民家ですごくいいところがある。

それから１個ずつやっていくしかない。淡路

の場合はなかなか、言われたようにいつもや

ってもらうことになっているので、一つずつ

やっていって見せて、「こうや」ということを

やらない限りは。まちづくりってどこでも一

緒なのですけど、見せてやらないといけない。

そういうやり方をまちなかでやり、かつ、大

きな目では、大阪ベイエリアも、徳島まで含

めた概念の中で緑化をどう考えるか、海をど

う考えるか。それも言えば新しい緑化の提案

などができると思いますし、そういう組織づ

くりが必要だと思います。まちづくりも組織

づくりも、緑分野の単に苗とかそういう話で

はなくて、緑化手法ですよね。そういうこと

できる組織づくりという大きな面からのもの

と、ちっちゃな１個ずつのまちをつくってい

くということをネットワークさせるというこ

の二つがなければと思います。 

一番の問題は、私たちＴＲＩＡＤで海外と

研修施設をやっても、その行った子が帰って

きてどこへ勤めるのかということがあります。

景観園芸学校をつくったのに、兵庫県がその

子たちを採用していないというところが問題

ですよね。はっきり言うと、そういう子たち

をちゃんと送ってくれたらいいのに、という

ところがあります。私としては植物館は、私

は永遠に生きる人じゃないので、いつまでも

関わっているわけにはいかないので、そうい

う方々に後継者としてやってもらわないと、

たぶん植物館もつぶれていきます。 

夢舞台は、さっき何もされてないと言われ

ていましたけども、安藤さんの空間の中で企

業の方々に協力していただいて、今回も、金

網さんとこもそうですけど、大和リースさん

にもご協力いただいたりして、仕掛けをして

いますが、はっきり言うと、このことに公務

員の人が全然気づいてない。 

もう一つ、私は百段園に環境循環型住宅を

つくりたいという提案もしましたよね。でも、

そういうことに関して、あそこは危ないから

だめだとか、安藤さんに何か言われるから、

ということで終わってしまう。そういうふう

に、主導でやるのはいいですが、主導でやる

のならもっと勉強していただきたいと、公務

員の方々に言いたいところもありますよね。

だから、それをちゃんと指導できるような組

織をつくり、先導していくと良いと思います。 

フロリアードは毎回場所が変わるから、ミ

ッションが変わってもいいのですが、ここは

やはり、時代とともに変わるかどうかはわか

らないけど、根本のミッションを曲げたらい

けませんよね。しかし、その根本のミッショ

ンというものがないんです。「お金がなくなっ

たから人を集めないといけない」というのが

公務員さんの言われることで、短絡的な、３

年ぐらいで何かしようということばかりのも

のの考えでやられるから、私としては本当に
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この仕事って一番今まででやりにくい仕事で

す。今までは好きなようにやらせてもらって

いましたが、ここが長い間かかっているのは、

そういうミッションをちゃんと守っていく人

が明確にされていないということですよね。 

それと、いわば私たちが力を持っていない

というところで、建築家に負けている。建築

家も「お願いね」とか「ありがとう」と言っ

てくれるように最近なったので、それはちょ

っと良くなったなと思いますけども、私たち

の分野がもっと力を持ってやらなきゃいけな

いと思うんです。それはなぜかと言ったら、

私たちの分野が、さっきの花文化に戻ります

けど、花文化のことをしているにも関わらず、

広い視野を持っていないところが問題だとい

うことになると思います。 

（中瀬） 

ということで、公務員のことをだいぶ言わ

れましたが、石原さん、反発も兼ねながら、

「それは思いすぎや」と思うところをお話く

ださい。 

（石原） 

公務員生活を卒業して10年近くになりま

すけど、辻本さんのご指摘のとおりでござい

ます（笑）。担当者が、約２年程度で異動する

ので、責任が曖昧になるなというのが実感。

幸い淡路景観園芸学校の場合は、構想、計画、

設計、用地買収、建設、運営といわばマスタ

ーアーキテクトのような立場でやらせていた

だいたので、そういう意味では、良かったか

なと思っていますが、一般的には、行政の担

当者は２年ぐらいで職場を変わるので、そこ

をやはり、公務員以外の人が、大きな意味で

の総合プロデューサーがやるべきでしょうね。 

（辻本） 

しろと言っていただければいくらでもしま

すよ。 

（石原） 

さっき近藤先生がおっしゃった沖縄の海洋

博公園について補足させていただきたいと思

います。公園には、熱帯ドリームセンターと

いう、いわば、洋ランのディスプレイ温室が

あり、人気を博しています。近藤先生がおっ

しゃったように、この施設が果たした役割は

ものすごく大きくて、当時の沖縄の園芸の主

力産品は電照菊栽培で有名な菊だったのです

が、熱帯ドリームセンターの建設を契機に、

沖縄でデンファレを中心とする洋ラン栽培が

始まりました。正確には、デンドロビウム・

ファレノプシスという名前で、よく結婚式な

どで使用するピンク色のランがよく知られて

います。熱帯ドリームセンターが地元の花卉

栽培に大きなインパクトを与えてきたのは事

実で、国営公園が沖縄の園芸界に大きなイン

パクトを与えてきたということは特筆すべき

ことかなと思っています。 

（中瀬） 

周辺に大分できましたね。 

（石原） 

できました。ただ、現在、新聞情報でしか

分らないのですが、ＵＳＪが海洋博公園を乗

っ取ろうと（乗っ取ると言ったら怒られかも

知れませんが）しているようで、私は非常に

危惧しています。また、都市公園法の建蔽率

制限が邪魔なので、特区をかけてＵＳＪのパ

ビリオンを建設しようとする行為は、許され

るものではありません。官邸主導の下、特命

随契でＵＳＪを名指しということです。これ

まで、国営公園は、市場化テスト方式で公園

管理運営者の選定は広く公募し、適正な競争

の上、第三者機関の審査会が選定するルール

があるのです。この件を国土交通省に情報提
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供を求めても、彼らにもわからないと言う。

このような特区制度を使った経済振興対策は

非常に乱暴だなという気がしております。 

  先ほど、スライドでミラノの博覧会の様子

をお見せしましたが、この博覧会は一般博覧

会で「食」をメインのテーマとして開催され

ていますが、会場を見ていくと、まるで、園

芸博と言っても間違いないぐらい、会場は緑

に包まれ、各国パビリオン前には、野菜の壁

面緑化や市民農園的野菜畑、水田などがラン

ドスケープとして取り扱われているのが特徴

です。 

今回の花みどりフェアの場合、あまりにも

園芸分野の展示が少なすぎたので今後の課題

だと思っております。 

（中瀬） 

その話に関しては、私にも責任があるんで

すね。それを思っておっしゃっていたのでし

ょう。今回の淡路花博では、公園緑地課があ

る県土整備部と花に関する農政環境部とでや

っておけばいいのに、企画県民部が入ってき

て、３つの部が連携して実施されました。そ

れを束ねろと言われたのが私でありました。 

（石原） 

静岡県の川勝平太知事さんには、淡路景観

園芸学校を非常に高く評価していただいてい

るので、今でも書簡のやりとりをしているん

ですが、「石原さん、静岡県は農芸大国を目指

す」と、知事が明確なコンセプトを持ってい

ます。農芸大国。静岡県浜名湖湖畔で行った

浜名湖花博も、兵庫県同様、５年毎に記念事

業を開催していますが、静岡県の担当課は農

林部のみかん園芸課です。あくまでも、静岡

県の園芸産業の振興という明確な目標があり

ます。もちろん、ランドスケープ分野の参加

もあり、園芸と造園が、うまくコラボレーシ

ョンしているなというのが感想です。だから

その辺のやり方を少し考え直す時期なのかも

しれませんね。 

（中瀬） 

ありがとうございます。もう近藤先生に振

りましょうか。先生に最後のトリでお話いた

だき、私にも少しだけお話させてください。

ほかの３人の方々はもうよろしいでしょうか。 

（橘） 

さっきの大久保さんの「若い人にどうつな

げるか」というところについて、今ちょっと

役所的、公務員的というのがありましたけど、

私も元公務員ですが、要はイベントとしてと

らえて、単発的に、通過型みたいにしてしま

うと何も残らない。だから精神も入らないし、

コンセプトって書いてあるけど、「コンセプト

の議論ってどこまでしたの？」という感じが

します。 

ただし、やはり若い人に言いたいのは、造

園家というかランドスケープアーキテクトと

しては、歴史というものも全部あるわけです

ね。大体やっているところは公園のところな

ので、花みどりフェアなり何なりイベントを

やっても、それは単発ではなくて、公園の歴

史の中の一つのできごと、イベントとして公

園の中に残るわけです。それはやはりしみつ

くわけです。そういう歴史性の中でとらえて

学ばないと、ということだと思うんです。そ

れも一つのランドスケープアーキテクトの専

門性の部分ではないかなと、ちょっと思いま

す。 

（中瀬） 

ありがとうございます。では、近藤先生お

願いします。 

（近藤） 

橘さんから歴史に関するお話がありまして、
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若干、私なりに今まとめてみようと思ってい

ることもあるのですが、ここでしゃべるには

時間がかかりすぎまして、５千年前の三内丸

山から話を始めるわけにはいきませんので

（笑）、それはカットします。 

何が言いたいかと言いますと、要するに

我々の分野が何故建築にこれだけ差をつけら

れているのかということですよね。ハコモノ

が強いということで、例えば私はさっき安藤

さんをめちゃくちゃに言ったという印象だろ

うと思いますけれども、あそこに 2,500億円

かけるのであれば、それに伴いあの公園にま

ず250億円かけなさい。 

大体建築に対して造園は１割の費用をかけ

ないことにはランドスケープにはならない。

それだけのハラが、我々の分野の一番の基礎

になってくのではないでしょうか。 

そういう問題を言いますと、とんでもない

話だと言われるのがオチですけれども。 

33歳の年に初めて海外での仕事をしまし

た。その時に、ギリシャの学者でドキシアデ

ィスという人がおりまして、エキスティック

スという一つの理論をつくった人ですが、彼

は何を論じているかといいますと、我々が扱

うのはヒューマン・セトゥルメントだ。その

中にビルディングもあればガーデンもある。

ネイチャーもある。その間のバランスをいか

につくっていくか。それが、我々の分野が社

会的な発言をする一番基礎になるのではない

でしょうか、ということですよね。 

奈良女子大の住居学科で25年教えており

ましたが、それまでは、学科の英語名称をど

うするかというので、housing science だと、

特に建築系の人が言っておりましたが、そう

ではなくて、science of human settlement だ。 

でなければ、社会のバランスが取れなけれ

ば、国土づくりも出来なければ、人間の生活

も成り立たない。その一環として、別に建築

を毛嫌いするわけでもなければ、安藤忠雄個

人の攻撃をしているわけでもないのですけど。 

お互いに一つのパイをいかにうまく取り合

うか、取り合うじゃないですよ、分け合う、

あるいはお互いにパイをふくらませて増やし

ていく。 

そういうことがこれからの課題だというこ

とで、学会の方は若い世代をちゃんとリード

していってほしい。そうであって初めて５年

後の卒業生が希望をもてるであろうというこ

とで、私なりのトリにします。 

（中瀬） 

ありがとうございます。そうですね。パイ

を膨らまさないと。しぼんだパイを取り合い

していても仕方が無いですもんね。どこの組

織にもあると思います。千円、２千円を分け

るのに、２時間ほど会議をする大学もあるみ

たいですね。 
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総括 

 
（中瀬） 

あと４分ありますので、４分だけしゃべら

せていただきます。私も若い頃、今の近藤先

生のドキシアディスのヒューマン・セトゥル

メントについて、雑誌があったのですが、学

生の頃ワクワクして読んだと思います。そう

いうのを今の先生、学生さんに教えてあげて

ください。「こんなおもろい本があって、これ

を読んだらワクワクするで」と。「ランドスケ

ープアーキテクチャー」のブックカバーにそ

の絵を使わせてもらっているんです。 

それは余談で、昔、私達が博覧会の勉強を

した時は、何を教えてもらったかというと、

ヨーロッパの博覧会は、荒れ果てた土地に博

覧会を開催して、そこに花とか緑を持ってき

て公園化して地域活性化する。それで各地を

まわっていくのが博覧会ですよ、これが基本

ですね。今日は、それは当たり前のことなの

で皆さん言われなかったのですが、それが基

本であるということを学んだことがあります。

そういう意味では、大阪花博も、ゴミをいっ

ぱいためたところでメタンガスを取りながら

やっておられましたね。淡路も、土を取って

どうしようもないところで博覧会をされて今

に至っている。そういう意味では博覧会とい

う意味合いをきちんと、本日議論された場所

ではまあまあ最低限はやっておられるんだな、

という気がします。 

最近流行りの言葉で、皆さんも読んでおら

れると思いますが、ブラウンフィールドとい

う議論があるでしょう。今、都市計画で特集

しているのがそれです。それを語ってよいか

どうか知りませんが、宮城先生が原稿を書い

ていますね。今までデザイン論ばかりやって

おられて、突然ブラウンフィールズとグリー

ンフィールズを書いておられますが、まさに

それなんですよ。その中に出てくるのが「尼

崎21世紀の森」です。あそこは何かというと、

我々が使い倒して工場地帯にして、それで全

然駄目にしたところを、またみんなの力で緑

に戻そうよと、そういう産業空間で疲弊した

ところを都市活性化の基本に持っていこうと

いうのが、今、都市計画学会で特集している

ブラウンフィールズ、グリーンフィールズな

んです。 

そういう意味では、あのように書くとかっ

こいいですが、「この博覧会の議論ですべてや

ってたんや」というぐらいの迫力で造園学会

がもっと主張しないと、全部都市計画の人に

持って行かれてしまう可能性があるかな、と、

私は危惧しています。今日を契機に、この造

園の人々、園芸の人々は、そういうことをど

んどん最先端で、「この博覧会でやっていたの

だ」ということをぜひ言っていただけたらあ

りがたいなという気がしました。 

今日の「テーマを決めて」と言われている

ので、４つぐらいの大きい議論があったと思

います。まずテーマ性の話です。テーマを決

めてからやらないといけない、ミッションが

不明確である、要は社会実験のように、アイ

 
中瀬氏による総括 
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デンティティ、観光、まちづくり、地域づく

り、ミラノは園芸博ではないでしょうか、要

はしっかりとテーマ性をみんなで持たなけれ

ばいけないという議論や、辻本さんが一生懸

命言われていた文化、共生、こういったとこ

ろをしっかり議論しましょうということがあ

りました、そういうことをやっていくと、若

い世代の人たちがいかに頑張るか、学会が頑

張って彼らにテーマ性を持っていけるのでは

ないだろうか、という話があったと思います。 

もう一つは国際化と地方化の話がありまし

た。私自身は地方大好き人間です。国際的な

グローバルなものをやるのか、ローカルでや

るのか、この議論はちょっと議論し足りなか

ったですけれども、けっこう行間には出てい

たと思います。本当にこれから兵庫県とか地

方でやる場合に、グローバルな話も大事です

が、ローカルな話をもっと詰めることも大事

かなと思います。これ、両方しっかりやらな

いといけません。海洋博記念公園がラン栽培

で成功とか、いろいろな話がありました。も

う一方では、洲本をどうするのかという話も

出ました。ローカルとグローバルな話をどう

するのかという話があったと思います。まず

それが２つありました。 

行政主導についての話もありました。これ

は行政の人が頑張られたら、住民の人も頑張

る。ここら辺をどうバランスをとるのか、誰

がそれをコーディネーションするのか。行政

の方々は、配属されて、「おまえ、せえよ」で、

それは一生懸命やられます。ところが市民の

方々にとってはそれが自分の本分違いますも

んね。そこら辺のバランスをこれからどう取

っていくのかというのが、行政の方々、ある

いは造園、生産者、住民、いろんな立場の方々

にとっての問題となるでしょう。 

あまり議論が出ませんでしたが、辻本さん

がさっきのプレゼンの時に言われたことで気

になっているのは、予算の話です。予算が減

ったと言われておりましたが、私の働いてい

る人と自然の博物館では、辻本さんの植物館

どころではなくて、震災から数えたら今半分

以下になっています。来年の冬は、１月２月

は閉館しようよと。「なんで？」とたずねると、

暖房する電気代がないのです。だから「１月

２月、お客さんの少ない時は止めたほうがい

い」というぐらいに、我々の組織は予算的に

そうなってきています。その問題を本当にこ

れからどうするのという話で、予算の問題、

直営制、管理、「どうしていくの？」という議

論はこれから必ず出てきます。 

今、博物館で調べてみたら、日本の上野に

あります国立科学博物館、あそこは全体経費

のうち運営交付金が７割です。３割外部資金

を入れています。スミソニアンとかメトロポ

リタン、アメリカの大博物館は５割外部資金

が入っています。ニュージーランドのテ・パ

パとかあそこら辺は、８割外部資金でやって

います。それが可能な背景には、規制緩和と

かいろいろあるのですね。 

要は、日本でこういう組織運営で予算が増

えるなんていうことは、僕は絶対にないと思

います。そうすると、私たちは本当に自分た

ちの運営をするのに予算をどうするのか、こ

れは造園の教育の中でやらなければいけない

と思います。造園は、絵を描いて設計してと

いうだけではなくて、マネジメントを勉強す

る必要があります。このマネジメントがわか

らなければ絶対やっていけないというぐらい

まで迫力を持って、今日は現役の先生方もた

くさんおられますので、やっていただけたら

嬉しい。それが、先ほどからの議論されてい
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る「造園家の役割はなにか」という最後のテ

ーマに関することですが、建築家との連携の

必要性、造園と園芸のインテグレート、それ

から造園事務所間の連携、組織の継続性、人

材の継続性をどうするのという議論がありま

したが、そこら辺にかかってくるのかなとい

う気がしました。 

 

（司会） 

中瀬先生、パネリストの先生方、どうもあ

りがとうございました。もう一度拍手をお願

いします。（拍手） 

 

 
閉会 

 
（司会） 

中瀬先生にまとめていただきました。それ

では最後に上甫木先生、結びのことばをお願

いしたいと思います。 

 

（上甫木支部長） 

今日は長時間皆さんありがとうございまし

た。特に最後のディスカッションは予想以上

に成果があったかなと思います。さすが中瀬

先生だと思って拝見しておりました。 

私なりにひと言だけ感想を述べさせていた

だきますと、造園学会で３つの博覧会をベー

スにして講演会をやったのですけれども、確

実にその時代ごとに造園の取り組みが上がっ

てきているということで、淡路花博というの

は、５年とか10年継続してやっておられるわ

けですね。そこに非常に重要な意味があった

のではないでしょうか。 

今日、新たに発見したのは、10年や15年と

いう中で花博というものが、要するに地域の

周辺で、先ほど淡路の話がありましたが、地

域を育てている。それから一つの拠点ではな

くて、それがどんどんまわりに染み込んでい

っている。たぶんその過程で、例えば園芸学

校とかそういうところが核になりながら、人

材育成をやっている。じゃあ、次はどうやる

のかということで、近藤先生から大変重要な

宿題を頂いたのですが、それは私自身も非常

に危惧していることでして、たぶんそういう

中で、若い人らが活躍できる場をなんとか探

していかないといけない。 

中瀬先生がおっしゃったように、やっぱり

我々は、経済のことがわからなかったらどう

しようもないということで、そういうところ

との連携も具体的に進めていかないといけな

いということで、いろんな課題が見えたなと

思っています。 

実はこの３回のシンポジウムを踏まえて、

次の支部大会を企画しておりまして、10月17

日に実施するのですが、今度はいろんな具体

的な取り組みをやっている若い人に来てもら

おうと思っています。今日の話の延長上でい

くと、「それがほんまに仕事になるんやろうか」

とか、「それをどんどん広めていけるんやろう

か」とか、そんなことをどんどん考えていっ

て、「そういう人を育てるための大学の教育の

あり方はどうなのだろうか」とか、「地域との 
上甫木支部長による閉会の挨拶の様子 
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連携はどうやっていくのがいいんだろうか」

とか、そういうことを、できたら皆さんと一

緒に考えたいと思いますので、ぜひまた参加

をお願いしたいと思います。 

最後になりましたが、今日は、実はたくさ

んの方々から協賛を頂いています。関西支部

は残念ながらお金がなくて、橘さんを中心に、

非常に多くの協賛、後援をいただきまして、

この場を借りて、たくさんありますのでそれ

ぞれのお名前は申し上げられませんけれども、

お礼を申し上げたいと思います。 

もう一度パネリスト、コーディネーターの

先生方に拍手で感謝を申し上げて、この会を

締めたいと思います。どうもありがとうござ

いました。（拍手） 

 

（司会） 

それでは本日のシンポジウムはこれにて終

了させていただきます。皆さん長時間どうも

ありがとうございました。 
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５．配布資料 
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【出典】『国際園芸・造園博覧「ジャパンフローラ 2000」公式記録』,国際園芸・造園博「ジャ
パンフローラ 2000 日本委員会」,財団法人夢の架け橋記念事業協会 ほかから 

（１）開催概要等 
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（２）会場写真・会場基本計画図 

 

■会場写真 
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■会場基本計画図 
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（３）近藤公夫氏資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

１．1990 年「国際花と緑の博覧会」（大阪花博）の経験と反省 

２．淡路花博の立地と構想の視座 

３．淡路花博の展開、体験と学習 

４．将来への課題を考える 
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（４）辻本智子氏資料 
【出典】『奇跡の星の植物館からのメッセージ』平成 19（2007）年，株式会社グリーン情報 
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（５）石原憲一郎氏資料 
【出典】『国際園芸・造園博覧「ジャパンフローラ 2000」公式記録』,国際園芸・造園博「ジャ

パンフローラ 2000 日本委員会」,財団法人夢の架け橋記念事業協会 
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（６）橘俊光氏資料 
【出典】国際園芸・造園博ジャパンフローラ’98 開催への取組み（橘俊光、「都市問題研究」

平成 6(1994)年 4 月号、pp.110-130） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

78 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

81 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

82 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

83 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

85 

【出典】兵庫県における淡路花博後の花緑イベント開催の成果と取り組み（橘俊光、「平成 21
年度日本造園学会関西支部大会研究・事例報告発表要旨集、pp.37-38） 
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